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「これぞ定番！」活用法（入門編）

（1）学校での定番活用法
（2）定番！語学講座
（3）国際理解・交流イベントでの活用法
（4）これからの定番！「経済」「多文化共生」
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（3）「ブラジル人学校における日本の生活・文化講習
会」

－第 2回／交通安全教室－（岐阜県）
（4）消防組合職員対象の英会話教室（青森県 弘前市）
（5）小・中・高校の連携による英語劇指導（愛知県）
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（兵庫県 三木市）
（8）英語ガイドボランティア団体との交流（長野県 上
田市）
（9） 学童保育への JET 派遣「めだかの学級」（福岡県
行橋市）
（10） 外国語での対応が可能な医療機関のデータベース
化（新潟県）

「JET-ALT活動事例集」骨子案

外国語教育の充実等に資する事例
1. 授業内の外国語教育に資する取組（教材作成、指導法、

教員研修等）
2. 授業内の国際交流・異文化理解等に資する取組
3. 授業以外の外国語教育に資する取組（スピーチコンテ

スト、外部外国語試験指導、幼児教育等）
4. 夏季等の長期休業中の取組（英語キャンプ等）
5. 配置の工夫等の体制づくりの取組（複数のALTの活用、

条件不利地域での取組）

地域の国際化に資する事例
6. 地域の国際交流・異文化理解に資する取組（住民等向

け語学講座、異文化交流イベント等）
7. JET-ALTが参加する地域活性化に資する取組（地域の

魅力発掘・情報発信、インバウンド向け観光振興、地
域の課題解決・地域づくり等）

8. 多文化共生に資する取組（地域に居住・滞在する外国
人の生活支援、コミュニケーション支援、社会参画支
援に資する取組等）

（参考）JET地域国際化塾
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「JETプログラム外国語指導助手（JET-ALT）活動事例集作成ワーキンググループ」 

開催要綱 

 

１ 開催趣旨 

設立されてから 36 周年となる JET プログラムは、これまで７万５千人以上の外

国青年を日本へ招聘してきており、各職種のうち、国際交流員（CIR）については、

直近では 2018 年に事例集を作成し、その取組状況を把握するとともに、優良事例

を全国の地方自治体に周知している。 

一方で、参加者の大半を占める外国語指導助手（JET-ALT）については、2007 年

を最後に事例集を作成しておらず、この間の社会経済情勢等の変化を踏まえ、現場

でどのような活動を通じて、外国語教育の充実と地域の国際交流の進展を図り、日

本と諸外国との相互理解の増進や日本の地域の国際化の推進に JET-ALTが貢献して

いるかについて、現状を十分に把握できていない。 

ついては、JET-ALT の現在の取組を把握するとともに、その更なる活用を促進す

るため、「JETプログラム外国語指導助手（JET-ALT）活動事例集」（仮称）を作成す

ることを目的に、本ワーキンググループを開催する。 

 

２ 名 称 

  本ワーキンググループは、「JETプログラム外国語指導助手（JET-ALT）活動事例

集作成ワーキンググループ」（以下「ワーキンググループ」という。）と称する。 

 

３ 構成及び運営 

(1) ワーキンググループの構成員は、別添「構成員名簿」のとおりとする。 

 (2) ワーキンググループは、必要があると認めるときは、関係団体等に意見聴取

及び説明を求めることができる。 

(3) ワーキンググループは、構成員の自由闊達な議論を促進する必要があり、か

つ JETプログラム外国語指導助手（JET-ALT）の個人情報を取り扱い得ること

から、非公開とするが、終了後に配付資料を公表するとともに、速やかに議

事概要を作成し、これを公表することとする。ただし、配布資料については、

公開することによりワーキンググループの円滑な実施に影響が生じるおそれ

がある場合には､一部を非公開とすることができる。 

 

４ 開催期間 

  令和５年２月から令和５年７月頃までとする。 

 

５ 庶 務 

  庶務は、総務省自治行政局国際室において行う。  
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構成員名簿 

 

浅原 寛子   文部科学省初等中等教育局教育課程課外国語教育推進室長 

 

荒井 忠行  （一財）自治体国際化協会 JETプログラム事業部長 

 

草壁 京    総務省自治行政局国際室長 

 

シェイニー・クロフォード つくばインターナショナルスクール校長 

 

高畠 尚子   鎌ケ谷市教育委員会指導主事 

 

土田久美子   駒澤大学文学部社会学科准教授 

 

渡邉 慎二   外務省大臣官房人物交流室長 

 

 

 

（五十音順：敬称略） 
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はじめに

　本書は、平成18年度に行われたJETプログラム参加者の活用事例調査に基づいて作

成されました。全国の契約団体から活用事例を募集したところ、700を越える事例をご

紹介いただきました。ご協力いただきました皆様にはこの場を借りて厚く御礼申し上げ

ます。

　収集した事例については、その内容を分類・分析し、その中から、多くの契約団体で

行われている、いわば「定番」といえる活用法と、他では見られないユニークな活用法

との両方を選んで掲載することとしました。定番活用法については、新しくJET担当に

なられた方がすぐに着手できるマニュアルとして、また、ユニークな活用法については、

経験豊富なベテラン担当者が更に活用の幅を広げるヒントとして、それぞれご活用いた

だけるものにしようという趣旨です。

　掲載を決定した事例は、あらためて個別にその詳細について取材を行い、本書にまと

めました。快く取材に応じ、また資料を提供していただいたご担当の方々にあらためて

御礼申し上げます。

　本書の表題は「JET活用マニュアル」となっています。内容から見れば、マニュアル

というよりも事例集と呼ぶべきものですが、本書を参考にしながら新しいJETの活用に

挑戦したり、あるいは新しく事業をはじめる際に「この部分は、あの事例ではどうなっ

ていただろう」と確認したり、といった使い方をしていただければと、このようなタイ

トルにしました。

　本書によって、JETプログラム参加者が様々な場面で活用され、JETプログラムの可

能性が大きく広がることを願っています。

平成19年2月
財団法人自治体国際化協会
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本章では、JETプログラム活用事例調査に寄せられた事例の中から、

特に類似の事例が多かったものを取り上げ、「定番」として紹介します。

４分類、11事例をとりあげています。

活用法（入門編）

「これ
ぞ定番

！」
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学校での定番活用法

英語指導用ビデオ教材作成

英
語
指
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用
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デ
オ
教
材
作
成

（1）内容
　小学生を対象とした英語の教材ビデオを作成する。「ジェニファーとチャールズ

の楽しい英会話(The Jen and Chaz)」と題し、全6巻を1枚のDVDにまとめた。

各巻にあいさつ、色、動物などのテーマを設定し、ストーリー性のあるテレビ番組

仕立ての内容となっている。完成品は市内の小学校に配布した。

（2）目的及び効果
　テレビ番組のように見ることができるため、授業での活用はもちろん、給食の時間等にも放映することで、小学

生が英語に親しむ機会を提供できる。

期  間 １年６ヶ月
（作成期間）

場  所 市内各所
（ロケーション）

対  象 小学校

規  模 20枚（作成枚数）

主  催 市教育委員会

予  算 1～ 2万円

■ 実施の流れ

　もともとALTの発案によるもので、企画から撮影・

編集まで全て 2名の ALT で行った。1巻を作成する

のに約1～2ヶ月かかっている。

1. 企画・立案

　はじめにテーマを決め、簡単な台本を作成する。テー

マは、クリスマスなど季節に沿ったもののほか、普段

小学校で教えている経験から、小学生が興味を示しそ

うな題材を選んだ。

　たとえば数字について扱う場合には、子供がよく知っ

ている町のケーキ屋さんが登場してケーキを数える

シーンを用意する。知っている人が登場するだけで子

供は非常に興味を示す。

　この段階での台本は手書きのメモ程度で、細かい部

分は撮影しながら決めていった。

2. 撮影

　撮影に使用した機材は、家庭用のminiDV 規格のカ

メラと三脚のみ。照明は使わず、音声もカメラの付属

マイクしか使っていない。

　市の北村山視聴覚教育センターが市庁舎に隣接して

おり、機材は全てここで借りることができた ( 市民に

無料で貸し出している )。

　屋外でのロケも多く行っているが、撮影もALT 2 名

のみで行い、カメラスタッフ等は使っていない。事前

にロケハンを行い、スーパーマーケットなど私有地で

の撮影は事前に許可をとった。特にスーパーでは、商

品名など撮影の制約が多く、支配人と１時間にわたり

打ち合わせをする必要があった。

　毎週月曜日を教育委員会勤務日としているので、ほ

とんどその日に1日で撮影をしてしまう。

　衣装や小道具は100円ショップや中古品店などで

調達した。

3. 編集

　編集には、パソコンの動画編集ソフトを使用した。

これも北村山視聴覚教育センターに備え付けのものを

借用した。

　編集作業は、学校の授業が終わった後、毎日2時間

程度視聴覚教育センターに通い、3週間程度をかけて

行われた。編集もALT 2 名で行うが、編集ソフトの使

い方や、必要な効果をどのように実現するかといった

技術的な部分は、視聴覚教育センターの技術スタッフ

の助言指導を受けながら行った。

　テロップの作成や、効果音の挿入など、編集作業は

全体で一番手間のかかる行程であった。なお、効果音

やBGMは全て著作権フリーの素材集を使用している。

4. 配布

　出来上がったものは、VHSテープにダビングし、市

内の小学校へ配布した。

　学校への配布は、教育委員会の連絡ボックス経由で

行った（学校ごとにボックスがあり、学校への送付物

はそこへ入れておけば定期的に学校の担当者が取りに

来る）。

1
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　ALT の一人は日本語が堪能なので、送付書（説明書）

もALTが作成した。

5. DVD作成

　6巻まで作成した段階で、DVD 1枚にまとめた。ダ

ビング、ラベル、パッケージも全てALTによる手作り。

DVDのオーサリング (DVDで見られるように、デー

タを変換し、章の構成を作ること ) 自体は1日で完成

した。

■ 予算

　文部科学省「小学校英語活動地域サポート事業」助

成事業の一部として作成した。ただし本ビデオ作成部

分にかかった費用は2万円弱。

　撮影・編集に必要な機材や設備をすべて視聴覚セン

ターから無料で借りられるという好条件があったため。 英
語
指
導
用
ビ
デ
オ
教
材
作
成

【事例提供】村山市 (山形県 )　教育委員会　学校教育課　0237-55-2111( 代 )

（担当者からのコメント・アドバイスなど）

　構成がとてもよく、子どもはもちろん、大人も楽

しめる作品になっています。学校でもいろんな場面

で活用しています。この作品からも伝わってきます

が、2名のALTのアイディアと情熱は素晴らしいも

のがあり、村山市の英語教育が大きく前進しました。

　作成に携わったALTの一人は、来日時に

は日本語がまったく話せなかったので、編集

ソフトの日本語メニューなどが読めず苦労した

そうです。そのことがきっかけで日本語を勉強

し始め、2 年後には全てのメニューやダイアロ

グが読めるようになったとのことです。

クレア＝自治体国際化協会（CLAIR）
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資料1　カバーと解説
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����� Let’s begin! Hello! Nice to meet you! 

��	
��
���� Hello! Nice to meet you! ���������

Nice to meet you. � Hello!      Hello! How are you? 

��
��
���� How are you? I’m fine! I’m great! 

I’m busy. I’m sleepy. I’m fine. Good job! 

How are you? I’m fine! 
����� THE END 

資料2　第１話のあらすじ
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学校での定番活用法

中学生の海外派遣研修に係る国内事前研修

■ 実施の流れ

1. 研修カリキュラム

　毎週火曜日と金曜日の午後5時から6時30分まで、

役場の会議室に対象となる生徒を集め、日本人英語教

諭１名とALT１名によって研修を行う。

　内容は、アメリカでの生活において経験するであろ

う様々な場面を想定し、そこで必要となる表現を身に

着けることに主眼が置かれている。例えば自己紹介に

はじまり、ホストファミリーとの交流、買い物や食事

など、それぞれの場面をスキット (寸劇 ) 形式で学ぶと

いう実践的な内容となっている。

　また、表現力の向上のため、参加者は研修期間中に

英語で日記をつけることが求められ、研修日に添削を

行っている。

　最終日には、前年度の参加者を招いての質疑応答の

時間も用意されている。

2. ALT の役割

　ALTは日本人教諭を補助し、スキットのデモンスト

レーションを行うなど、各アクティビティに一緒に参

加する。

　また、アメリカ人の立場から、毎回の学習テーマに

沿って、アメリカ人の考え方や振る舞いなど、アメリ

カの現状を紹介する。

　基本的に、研修中に中心となって話すのはALT で、

日本人教諭は必要な時に通訳を行うという形をとって

いる。

■ 必要な準備

● 事前研修について

　「青少年国際交流研修」は、民間の研修業者が扱う研

修プログラムを利用して行われる。そのため業者主催

の事前研修も別途行われる。

　従って、教育委員会が行う本研修は、英語力の向上

だけでなく、参加者間の仲間づくりや、アメリカ人の

生の声を聞く機会でもあると位置づけられている。

● 講師の手配

　ALT は、町に配置の ALT が１名のみなので、その

ALTに依頼した。日本人教諭は、町内の中学校に勤務

する英語教諭に依頼した。

● カリキュラムの作成・打合せ

　カリキュラムは全て日本人教諭が作成した。ALTと

の打合せは、ALTが学校で勤務する日を利用して行っ

た。普段からティームティーチングを通してALTとの

信頼関係ができているため、打合せも短時間でスムー

ズに行われた。

中
学
生
の
海
外
派
遣
研
修
に
係
る
国
内
事
前
研
修

（1）内容
　「青少年国際交流研修」と呼ばれる海外派遣研修事業は、中学生を対象に、1ヶ

月間アメリカでのホームステイや交流の機会を提供するものである。ALTは、参加

する中学生に対し、事前研修として派遣国の生活・文化・日常会話などを教える。

（2）目的及び効果
　研修生に事前準備・事前学習の機会を与えることで、研修を効果的なものとする。

期  間
全 6回
（週2回、3週間、
１回１時間30分）

場  所 役場会議室

対  象 町内中学2、3年生
（研修参加予定者）

規  模 7名

主  催 町教育委員会

予  算 0

事前研修の様子　先輩の体験談を聞く

海外研修の１コマ
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■ 予算

　事前研修にかかる費用は、配布するプリントのコピー

代程度。

■ 研修のカリキュラム

（担当者からのコメント・アドバイスなど）

　研修生は事前研修で多くのことを学習し、アメリ

カでのホームステイを経験している。この研修は研

修生にとって、大きな力となっていると思う。また、

この取り組みにALTは多く関与し、成果を上げてい

て、その存在は大きい。

中
学
生
の
海
外
派
遣
研
修
に
係
る
国
内
事
前
研
修

【事例提供】玖珠町 (大分県 )教育委員会　学校教育課　0973-72-7150

【1日目】　テーマ：お互いを知る

・ALT、日本人教諭の自己紹介

・生徒の自己紹介

・あいさつに関する表現

【2日目】　テーマ：自己紹介と町の紹介

・スキット　

①空港にて～ホストファミリーとの対面

②朝～ホストの家で

③出かける前に＆帰宅

④寝る前に

⑤新しい友達と出会う

・町の紹介

【3日目】　テーマ：通貨、アメリカの文化

・アメリカのお金　コインとお札、数え方

・買い物ゲーム　店での会話

【4日目】　テーマ：買い物、アメリカの文化

・買い物ゲーム　ハンバーガーショップでの会話

・アメリカでの生活　家、店、教会などでのマナー

【5日目】　テーマ：家族の紹介

・写真を使って町を紹介する

・アメリカでの生活　電話のかけ方、手紙の書き方

【最終日】　テーマ：昨年の経験から

・昨年参加者の経験談　

①持って行って役に立ったもの

②よく使った英語表現

③アメリカの学校の様子

④ホストファミリーとの交流

⑤困ったこと

⑥お金・食事・教会・さよならパーティーについて

⑦アドバイス

・教師からのアドバイス

　同様の事例として、姉妹都市間の交流や姉

妹校生徒の相互派遣も多く寄せられました。

ALTの活用範囲も様々なものがありましたの

で、以下に分類して紹介します。

●訪問先の知識を深める講義

　訪問先の歴史や文化・生活習慣、学校制度

に関する講義を行う。

●会話練習

　出入国、飛行機内、食事・買物、ホームス

テイなど、想定される場面に応じた会話練習

を、ロールプレイを交えて行う。また、現地で

の活動（日本の学生の生活紹介、折り紙など

日本文化紹介、スピーチ）の際に必要となる

表現も紹介する。

●事前交流

　訪問前の交流として手紙のやり取りを行う。

ALTは、手紙の書き方の指導のほか、外国

人の立場から、日本のどんな所を知りたいかな

どの助言も行う。

●質疑応答

　研修後も生徒が自由に質問できる時間を設

け、ALTから注意点やチャレンジすべきこと

についてアドバイスを得る機会を作る。

●生徒の選考

　派遣対象生徒の選考にあたり、英語教員と

ともに英語での面接を受け持つ。
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小学校英語指導法研修会

小
学
校
英
語
指
導
法
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（1）内容
　小学校の教員を対象に、英語の指導法、特にALTとのティームティーチング

(TT)の進め方に関する研修を行う。講師は中学校英語教諭が務め、ALTは英語教

諭とTTのデモンストレーションを行う。

（2）目的及び効果
　ALTとの効果的な TTの手法を身につけ、教員の指導力の向上を図ることで、小学校における国際理解教育・英

語教育の改善・充実をめざす。

期  間 夏季休業中の 3日間
（1回2時間30分）

場  所 町営体育館の会議室

対  象 小学校教員

規  模 19名

主  催 町教育委員会

予  算 0

■ 実施の流れ

1. 構成

　時間は午前9時から11時30分の2時間半。

　はじめに教育長の開会挨拶があり、続いて小学校英

語教育について知識の豊富な他市の指導主事による小

学校英語の現状に関する講義を行い、その後演習とし

て中学校英語教諭とALTが TTのデモンストレーショ

ンを行いながらゲームや歌など小学校英語で活用でき

る指導案を紹介。最後に模擬授業として参加者が実際

にTTをやってみるという構成になっている。

2. 講師

　毎回異なる英語教諭を講師に迎え、指導内容にバリ

エーションを持たせた。

　ALTは 2名配属されているが、そのうち１名が新人

だったので、経験のある１名が3日間を通して担当し

た。なお、司会進行は教育委員会指導主事が担当した。

3. 配布物

　「ALTを活用した英語に親しむ指導案」（埼玉県作成）

を参加者に配布したほか、参考資料として「小学校英

語活動実践の手引き」（文部科学省作成）、を用意した。

■ 準備

● 内容・カリキュラム決定

　全体のスケジュールは教育委員会で作成し、個々の

講義内容は担当講師 (中学校英語教諭 )が作成した。

　夏季休業中で授業が無いため、ALTとの打ち合わせ

スケジュール調整も容易である。

● 参加者募集

　研修会要項及び参加協力依頼文を作成し、校長会で

事業内容を説明した。学校単位で参加者を取りまとめ

のうえ回答を依頼した。

● 講師派遣依頼

　講師は町内の中学校英語教諭から教育委員会が選定

し、各校長あて依頼文を送付した。

● 資料準備

　各講義の資料は講師が作成。教育委員会は、次第及

び配布物を用意した。

■ 予算

　なし。会場は教育委員会の入っている建物であるた

め、使用料は発生していない。

（担当者からのコメント・アドバイスなど）

　今年度初の試みだったが、ALTと中学校英語教諭

とが事前に十分準備をしており、充実した内容の研

修会となった。参会者も意欲的に研修に臨み、毎回

活気のある会となった。研修会後の感想では、楽し

く役立ったということと来年度も継続しての開催を

望む声が多かった。

　教員向けの研修へのJETの活用事例では、

小学校英語という時代の流れを反映してか、

小学校教員に対するものが多く寄せられまし

た。それ以外では、中学・高校の英語教員向

け夏休み集中研修や、教員による国際理解教

育研究会などの事例がありました。
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【事例提供】吉見町 (埼玉県 )　教育委員会　0493-54-1511（代）
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学校での活用法として、他にも以下のような事例が寄せられました。

■ スピーチコンテスト指導

　外国語スピーチコンテストに出場する生徒に対する指導を行う。スピーチ原稿の作成補助から、発音、抑揚、さら

にパフォーマンスの仕方や顔の表情といった細かな点まで指導を行う。自宅でも練習できるように、モデルとなる発

音でテープを作成する事例もあった。

　主に夏休み期間に行うものが多いが、放課後や週末にスケジュールを組む例も見られる。回数は3回から多いも

ので10回、1回の時間数は2～3時間程度である。

　このほか、学校単位で行うスピーチコンテストや、コンテストに出場する生徒の校内オーディションなどにALT

を審査員として活用している事例もあった。

■ 英検対策指導

　英検の一次試験に合格した生徒を対象に、二次試験対策として、ALTが面接官となって模擬面接を行う。

　日本人英語教諭が面接試験の概要とポイントを説明した後、ALTとともに面接官となり、過去の出題例や予想問

題を用いて、個別に、あるいはグループで面接を行う。ALTは主に発音のチェックを行うが、文法的な指導をする

場合もある。

　希望生徒に数回ずつ実施するものから、自信が出るまで何度でも参加できる事例まで見られた。

■ 英語部指導

　英語部の指導では、様々な趣向を凝らして英会話の指導にALTを活用している。以下に、寄せられた事例からい

くつか紹介する。
● ハロウィン、サンクスギビング等各種国際交流的なパーティーの企画、運営
● 英語版の学校案内ビデオや学校紹介パンフレットの作成
● 日記の添削指導
● ALT の友人との交流 (インタビュー、地元文化の紹介、文通 )
● ALT の出身国を紹介するビデオ作り
● 映画を通じた英会話指導
● ディベート

■ 文化祭でのブース出展

　文化祭にALTがブースを出展し、自国の文化や生活について、絵や写真を掲示し紹介するほか、模擬店を開き、

自国のお菓子やケーキを手作り販売する。

そ
の
他
の
事
例

学校での定番活用法

その他の事例
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「これぞ定番！」活用法

（2）定番！語学講座
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■ 実施の流れ

1. 授業内容

　教室は毎週水曜日の７時から８時（初級）及び８時

30分から9時30分（中級）。発音・イントネーショ

ン・動詞の活用などの文法事項から、ディスカッショ

ンやディベートまで幅広い内容を扱う。

　また、焼き物や三味線など、生徒が自分の趣味につ

いて実演を交えながら説明する「Show and Tell」や、

生徒が世界の料理を調べて実際に作り、それを持ち寄っ

てそれぞれの料理について話し合う「International 

Food Class」などは、交流会的側面を持ったユニーク

なカリキュラムとなっている。

2. カリキュラム作り

　授業内容についてはALTに一任されている。そのた

め、ALTは生徒の希望を聞き、それに沿ってカリキュ

ラムを決めている。

　生徒からは「日本の文化を英語で説明したい」「英語

の童謡を覚えたい」「（ALTの母国）カナダの歴史を知

りたい」などのリクエストがあった。

　カリキュラム作成にかける時間は毎回2時間程度。

学校が終わってから英会話教室が始まるまでの時間を

あてている。

　また、毎回授業の自己評価を行っており、教材やテー

マへの生徒の反応を見ながら次回の授業プランを作成

している。

3. 教材について

 教 材 は、ウェブサイト（Boggle's World、BBC 

English One Stop、Dave's ESL Café、広報紙Daily 

Yomiuri Newspaper's で毎週木曜日に掲載されている

Language Connection など）からの引用や、前任か

ら引継いだ文法書を利用して、ALTが自分で作ってい

る。職場の日本人英語教諭からアイデアをもらうことも

ある。

4. 交流活動

　この英会話教室は、地域密着型の公民館活動の一環

であるため、地域住民の交流の場としての役割も持っ

ており、教室のメンバーでパーティーを行ったり映画

鑑賞に出かけたりという、教室外での活動も活発に行

われている。

■ 必要な準備

● 参加者募集・広報

　参加募集は町の広報紙とウェブサイトで行う。3月・

8月に募集を行い、募集期間は1ヶ月。

　応募者多数の場合は新規申込者優先で抽選している。

定番 !語学講座

英会話教室

英
会
話
教
室

（1）内容
　ALTが講師を務める一般成人対象の英会話教室を開催する。授業は通常の

講義以外に交流会的な側面もあり、生徒が簡単な料理を持ち寄ったり、映画

鑑賞に出かけたりと和気あいあいとした雰囲気に包まれている。

（2）目的及び効果
　町民に英会話学習の機会と交流の場を提供する。

期  間 週 1回1時間、6ヶ月を
１期として年間5期開催

場  所 公民館会議室

対  象 在住または在勤の一般成人
（参加費1回250円）

規  模 15名×2コース

主  催 町公民館

予  算 1～ 2万円
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● ALT派遣

　ALTの派遣は勤務時間外となるため、代休を与えて

いる。

　毎週金曜日の教育委員会勤務日をあてるほか、ALT

の希望により夏季休業中にまとめて与えることもある。

■ 予算

　250円の参加費は会場費にあてている。その他は教

材作成にかかるコピー代程度。

（担当者からのコメント・アドバイスなど）

　学校の授業に加えて、英会話教室2クラス分のカ

リキュラムと教材を作成するのはとても大変だった

と思います。おかげで参加者からは大変好評な事業

が実施できました。次年度は１クラスにし、クラス

の人数を増やして開催する予定です。　（公民館担当）

【事例提供】砥部町（愛媛県）教育委員会　学校教育課　089-962-4820
 砥部町中央公民館　089-962-4822

英
会
話
教
室

　英会話教室の事例は、大別して、公民館が

主催するものと、国際交流協会が主催するも

のの 2 種類が多く寄せられました。
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Separable Phrasal verbs 
Verb+ (in, out, on, off, by, up) 

Ex.  drop off 

��I will drop off my daughter at school today before going to work. 
��I will drop my daughter off at school today before going to work.
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Separable Phrasal Verbs 

let down  figure out
look up  fill out 
set up  drop off 
pick up         try out   
turn on  put on 
turn up  check out 

資料1　テキスト1
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Hotel Reservations 

�Bring bring, bring bring, 

A. Good afternoon, Greenwoods Hotel. Mike speaking. How can I help 
you?

B. Good afternoon. I’d like to book a room please. 
A. Of course, madam. When will you be arriving? 
B. On the 3rd of January.
A. And how many nights will you be staying? 
B. Just one.
A. Thank you, madam. Would you like a single room? 
B. No, a twin please.
A. Would you like an ensuite room? 
B. Yes, thank you. And, I’d like a room with a balcony please.
A. Certainly. The price for that room is $75, or $95 including breakfast. 
B. With breakfast please. 
A. Okay. Could I ask for your name please? 
B. Buzzeo.
A. Could you spell that for me, please? 
B. B-u-z-z-e-o.
A. Thank-you. And, could I have your phone number please. 
B. Certainly. 080-1234-5678. 
A. Thank you. Is there anything else? 
B. Yes, what time does check in start? 
A. You can check in from 3 in the afternoon. 
B. Okay. 
A. Thank-you. We look forward to seeing you on January the 3rd.
B. Thank you for your time. Goodbye. 

資料１　テキスト2

「これぞ定番！」活用法 入門編
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Key Phrases
��I’d like to book a room, please 

I’d like to make a reservation please. 

��Would you like….? 
I’d like…. 

��….will you be____ing? 
I`ll be ____ing… 

Room Types     Requests
Single room    � an ensuite room. 
Double room    � a room with a balcony. 
Twin room    � a room with a view. 
a window facing the lake.  � a room with a share bathroom. 

Dates
1st, 2nd, 3rd, 4th, 5th, 6th - - -20th---30th, 31st

Let’s make some reservations!

ensuite room=a room
with a bathroom

1
double room 
with shared bathroom 
with breakfast 
tomorrow night. 

2
single room 
ensuite
with balcony 
with breakfast 
3rd and 4th May. 

3
2 single rooms 
ensuite
without breakfast 
Saturday and Saturday
night.

4
twin room 
ensuite
with a view 
with breakfast 
a week from the 30th of
December. 

5
2 double room 
with shared bathroom
without breakfast 
31st of April. 

6
twin room 
ensuite
with a balcony and view 
with breakfast 
2nd -5th March. 

資料１　テキスト3
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幼児及びその保護者対象の
親子教室へのALT派遣「ラッコ教室」

期  間 １日（2時間）

場  所 町保健センター

対  象 未就学児及びその家族

規  模 30人

主  催 町保健衛生課

予  算 0

（1）内容
　未就学児とその家族を対象に豊かな遊びの場を提供する目的で開催される親子教

室「ラッコ教室」へALTを派遣する。外国の童謡や手遊び歌を親子が一緒になって

楽しむほか、保護者には外国の子育て事情を紹介する。

（2）目的及び効果
　幼児期に外国人と触れ合う機会を提供する。保護者には子育てを通して外国の文化に触れる機会を提供する。

■ 実施の流れ

1. 「ラッコ教室」について

　「ラッコ教室」は、年間を通して毎月2回、午前 9

時 30分から11時 30分までの2時間で開催されて

いる。

　専門の保育士が全体を管理しており、内容の組み立

てから教室での指導まで全てを行う。クリスマスや節

分、水泳など、季節ごとのアクティビティを取り入れ

るほか、消防士に依頼して保護者向けに救急対応の講

義を行ったこともある。

　対象となるのは、0歳から保育園や幼稚園に入園す

る前までの子供とその親で、毎回15人～ 30人の親

子が参加する。

2. ALT のアクティビティ

　体を使って遊ぶ歌を集めたCDを用意し、「Heads, 

Shoulder, Knees, Toes（歌いながら頭や肩、ひざ、

足に手をあてる）」などの手遊び歌を中心に、歌いなが

ら体も動かすようなアクティビティを行った。

　また、質疑応答の時間を設け、保護者の質問に答え

ながら母国での子供の育て方について説明した。

■ 必要な準備

● 派遣依頼

　教育委員会では、普段からALTの派遣について関係

各課に周知しており、スケジュールが合う限り依頼に

応えるような体制作りをしている。親子教室以外にも、

障害者施設などに派遣しており、その様子は広報誌で

町民に伝えている。

　保健衛生課では、4月上旬に親子教室の年間計画を

立てた後、教育委員会と日程調整を行い、ALTの派遣

日を決定した（ALTが派遣されたのは5月下旬）。

　また、教室の性質上、日本語のできるALTを依頼し

ている。

● 参加者募集

　「ラッコ教室」参加者の募集は、毎年3～ 4月に行

われる。地区ごとの連絡員を通じて各家庭に配布され

る案内チラシによって広報するほか、乳児健診の際に

も直接説明している。

● 内容の決定・打合せ

　ALTには、「子供にわかりやすい」「親子で遊べる」「体

を動かす」などの条件を伝え、それを踏まえたうえで

具体的なアクティビティを組み立てるよう依頼した。

■ 予算

　なし

事業概要

【事例提供】長島町 (鹿児島県 )教育委員会　学校教育課・長島町　保健衛生課　0996-88-5511（代）

（担当者からのコメント・アドバイスなど）

ALTに実施していただく「Let's　English」は毎年

好評のプログラムで、小さい子どもは歌やダンスを

見よう見まねで楽しんでいます。保護者もALTとの

交流をとても喜んでいるようです。毎年様々な外国

の手遊び歌や童謡を教えてもらってALTには感謝し

ています。　　　　　　　　　　（保健衛生課担当）

幼
児
及
び
そ
の
保
護
者
対
象
の
親
子
教
室
へ
の
A
L
T
派
遣

「これぞ定番！」活用法 入門編

　幼児向けの教室にJETを活用する事例も多

く寄せられました。保育園や幼稚園への訪問

は定番のようです。ほかに絵本の読み聞かせ

会などの事例がありました。
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小学生を対象とした夏休み英語教室
「マーカス先生の夏休み英会話クラブ」

（1）内容
　夏休み期間中、毎週水曜日の夜に、小学生を対象にした英語教室を

開催する。ALTが講師となり、ゲーム、歌、ダンスなどを通じて英会

話を学習する。

（2）目的及び効果
　小学生が、楽しみながら英語に触れることができる機会を提供する。

期  間 夏期休業中に6回
（毎週水曜日、1回1時間）

場  所 防災・情報センター会議室
（教育委員会の入っている建物）

対  象 小学校1年から3年生（参加無料）

規  模 29名

主  催 町教育委員会と国際交流協会と
の共催

予  算 0～ 1万円

■ 実施の流れ

1. 構成

　時間は午後7時から8時までの1時間。教室では、

次のようなプログラムを組み合わせて、毎回異なる内

容で実施した。
● 動物のぬり絵を使って、色を塗ったり絵をかいたりし

ながら、動物の名前や、目・耳などの部位を英語で紹

介する。
● 色紙を教室のいろいろな所に貼っておき、講師が色の

名前を英語で言うと、その色の所へ生徒が移動する。
● 英語の簡単な歌（あいさつやABC）を一緒に歌う。
● 単語と絵の書かれたカードをばらばらにして、正しく

合わせる。

　その他、日本でも馴染みのあるゲーム ( ハンカチ落

としなど )を英語で遊んだりもする。

2. 進行

　進行は、講師を務めるALTが全体を主導するが、教

育委員会と国際交流協会からも日本人スタッフが1名

ずつアシスタントとして加わり、教材を配ったり、子

供達をまとめたりと、ALTの目が行き届かない部分を

フォローする。

　子供の反応を見ながら、退屈そうにしているプログ

ラムは早めに切り上げたり、熱中しているプログラム

は延長したりという調節が必要。

3. その他

　実施時間が夜間のため、保護者の送迎が可能な児童

に限り参加を認めた。

■ 準備

● 事業の共催

　事業実施の約2ヶ月前に、国際交流協会と教育委員

会の担当者レベルで共催の打ち合わせを行った。

　両者の役割分担は、ALTとアシスタントの派遣を教

育委員会が行い、その他、参加者募集・事業の進行管

理（出欠管理や休講時対応など）全般を国際交流協会

が行った。

● 参加者募集

　対象が小学生と限定されているため、募集に係る広

報は学校を通じて行った。チラシを作成し、学校長あ

てに送付して生徒への配布を依頼した。

　参加申込みについては、学校単位での取りまとめは

依頼せず、各家庭から直接国際交流協会へ申し込む形

をとった。

　なお、チラシを生徒に直接配布するのは、生徒自身

が自発的に参加することに期待すると同時に、家庭に

直接配布した場合にいわゆる「親止まり ( 親だけが読

んで子供に渡らない )」になってしまうことを防ぐねら

いもある。そのため、チラシには全てふりがなを付け

るなどの配慮をしている。

● ALTとの打合せ

　打合せは事前に１回行ったのみ。事業の趣旨を伝え、

スケジュールを確認し、内容についてはALTに一任し

た。ALTの希望もあり、授業の内容を事前に完全にス

ケジュール立てておくことはせず、毎回の生徒の反応

を見ながら次回の内容を決めるという方法をとった。

小
学
生
を
対
象
と
し
た
夏
休
み
英
語
教
室

Nice to meet you
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■ 予算

　予算は、「国際理解講座」という大枠で組まれている。

その中には、本事業以外に外国料理教室、異文化理解

文化講座、韓国語教室など様々な事業があり、それら

の事業間で柔軟な執行が出来る仕組みになっている。

　子供向けの英会話教室で実際に使用したのは、約

7000円。

【事例提供】江府町 (鳥取県 )　国際交流協会　0859-75-6111
江府町　教育委員会　0859-75-2223

小
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（担当者からのコメント・アドバイスなど）

　ALTは、子どもたちを相手に、真剣に、積極的に

工夫して取り組んでくださいました。好奇心、興味

をひかせることについて、苦労の連続だったと思い

ます。

　ただ、低学年ということで人数的にも、どうしても

目の行き届かないところも出てきたりしました。

　今後もさまざまな形で、続けていきたいと思います。

これは何色？

ハンカチ落としを英語で遊ぶ

　夏休みは、担当者にとってALTに何をさせ

るか頭を悩ます時期ですが、授業以外で本格

的にALTを活用できるチャンスでもあります。

　本書には夏休みを利用した事例が多く掲載

されていますので、是非ヒントにしてください。
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資料１　子供が読めるよう、ふりがな付きの参加チラシ
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E-mail:iea@town-kofu.jp

資料2　緊急連絡先の登録依頼文書
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その他の事例

そ
の
他
の
事
例

語学講座での活用法としては、他にも以下のような事例が寄せられました。

■ 自治体職員向け語学講座

　市役所や県庁で、職員を対象とした語学講座に JETを活用する。

　参加者は、希望者を対象とする形態が多いが、業務上外国語を使用する機会の見込まれる市民課、税務課、保険年

金課、観光交流課など、特定の課を主な対象として実施する事例もあった。

　実施スケジュールは、毎週1回、終業後に1～2時間という例が最も多く、次いでALTに余裕のできる夏季休

業中に集中して実施するものが多く見られた。

　扱う言語は英語がほとんどだが、県庁ではCIR を活用して中国語や韓国語の講座を行う事例も見られる。

　ユニークな事例として、CIR が録音した英会話を昼休みに庁内放送するものや、ALTが各課を訪問し、業務に支

障のない範囲で全職員が英語によるコミュニケーションを図るというものもあった。

■ 教員向け語学講座

　教員向けの語学講座としては、①幼稚園・小学校教諭や、中学校の英語科以外の教諭など、普段英語を使用しない

教員を対象にしたもの、②職務上英語を使用する中学・高校の英語教諭を対象にしたものの2種類に大別できる。

　①では、基本的な英会話学習に加え、英語活動の授業において使用される指示英語や、指導時のALTとのコミュ

ニケーションに必要な表現などの実践的な内容が扱われ、②では、語学力向上のための学習に加え、指導法について

の研修も合わせて行われることが多いようである。

　夏季休業中に行われる例が多く、期間は半日程度から、3日間程度が一般的であった。

■ 高齢者向け語学講座

　高齢者福祉事業の一環として、英会話を含めた国際交流会を開催する。

■ 学校公開講座

　地域住民を対象とした生涯学習事業の一環として行われる学校公開講座のプログラムに英会話教室を設ける。
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「これぞ定番！」活用法

（3）国際理解・交流イベントでの活用法
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3 国際理解・交流イベントでの活用法

国際理解出前講座

国
際
理
解
出
前
講
座

（1）内容
　CIRが県内の学校(小・中・高)や地域の国際交流団体等を訪問して、出身国の文

化や社会問題、学校や子供たちの様子など、対象に合わせてパワーポイントを用い

て説明したり各国のゲームや簡単な会話を体験したりする｢異文化理解講座｣を開

催。4名のCIR(韓国・中国・アメリカ・カナダ)が従事している。

（2）目的及び効果
　その国の人から直接話を聞くことで、異文化への理解を促進する。

期  間 通年

場  所 学校、公民館等

対  象 一般県民

規  模 10人～100人

主  催 県民文化課国際室

予  算 0

■ 講座内容（韓国人CIRの場合）

1. CIR について

　韓国人CIR の趙さんは、今年で2年目。出前講座の

派遣は毎月 1～ 2回、多いときは 8回程度あり、今

年度はこれまでに20回以上の講座をこなしている。

2. 小学校向け講座

　学校訪問では、総合学習など小学校への派遣が一番

多い。

　低学年の場合、訪問先と同じ学年の韓国の子供の様

子を、写真を交えながら紹介したり、韓国の人々が正

月によく遊ぶゲームの道具を紹介して実際に遊んでみ

るなどのアクティビティを行う。

　高学年では、例えばソウルの交通事情などの社会状

況を、クイズを織り交ぜながら紹介する。また、名前

の言い方などの簡単な韓国語も紹介する。

　その他、小道具として、韓国より持参したチマチョ

ゴリや箸、お金などを使う。

　最後の10分で質疑応答のコーナーを設けている。

3. 社会人講座

　社会人向けには、国際交流協会において韓国講座を

定期的に開催しており、そこでの講師を務める。「韓国

の国民性」「ソウルを歩く」「韓国の歴史」など、毎回テー

マを設定し、講義を行う。

　そのほか、福祉施設や大学、市民サークルなどから

の依頼で講座を行っている。

4. 打合せ・事前準備

　派遣依頼者とは必ず事前に打合せを行い、会えない

場合でも電話で話すようにしている。会場の規模や参

加人数、韓国についての予備知識の有無などを確認す

るほか、講座内容について先方からのリクエストも受

ける。

　県で初めての韓国人CIR なので、前任者の実績が無

く、初めは県庁内での語学講座などをしながら徐々に

内容を増やしていった。韓国人 JETの間で、母国紹介

用の様々な資材 ( 先輩 JETが作成して評判が良かった

もの)を集めたCDが作られており、それが役に立った。

■ 必要な準備

● 要領の作成

　派遣要領を作成し、それに基づいて派遣事業を行っ

ている。要領の中には派遣申請書の様式も規定されて

いる。

● 講座内容の作成

　CIR が新規に着任した際に、自分ができる講座内容

を考え、作成させている。前任者のものや、他県の事

例を参考にして作成している。

● 広報・募集

　県ウェブサイトに各CIRの紹介ページを設けており、

その中にそれぞれのCIR が出前講座で行う内容の例を

挙げている。これはもともと、出前講座の依頼を増や

すためにCIR 自身が作成して学校に配布したもの。

　学校に関しては今までの実績から当講座の認知度が正月に遊ぶユンノリというゲーム
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上がっており、先生がウェブサイトを調べて直接依頼

するような動きがでている。

　また、県国際交流協会からの依頼で、協会が行って

いる同種の事業への派遣も行っている。

● 派遣手続き

　派遣希望は、まず電話で受付け、CIR のスケジュー

ルを確認・調整した後で、正式に要領に規定された申

請用紙を提出してもらう。

● 報告

　派遣依頼者は、派遣に係る事業終了後に、活動報告

書を提出することが義務付けられている。

　なお、派遣したCIR に、通常の出張に準じて復命書

を提出させている。

■ 予算

なし（派遣に係る旅費は派遣先が負担）　

（担当者からのコメント・アドバイスなど）

　本県のCIR による出前講座は平成15年度から実

施していますが、年々、派遣依頼も増えてきており、

好評をいただいています。

　小学生などから出前講座に対するお礼の手紙をい

ただくこともあり、その文面から、楽しかった様子

や各国のことを知ることができた喜びが伝わってき

て、担当としても大変うれしく感じています。

　距離や移動手段の関係で、どうしても近隣の市町

村への派遣が中心となってしまいますが、県内のい

ろいろな地域で、多くの県民の方々と交流できれば

と思っています。

　今後は、出前講座の様子をホームページで紹介す

るなど、CIR の活動の様子を広く県民の皆様に知っ

ていただきながら、講座の内容、回数とも充実させ

ていきたいと考えています。

国
際
理
解
出
前
講
座

体の部位の名前をゲームで覚える

民族衣装の試着

【事例提供】山形県　県民文化課国際室　023-630-2123

　出前講座は、国際交流協会などでは定番中

の定番事業ですね。この種の事業では、講師

の国籍などのバリエーションをいかに確保する

かが難しいところです。JETプログラムではど

うしても英語圏に偏りがちですが、小学校の

総合学習ではまだまだ英語圏の人材が人気で

すし、JETプログラム招致国も拡大していま

すので、今後この分野での活用はさらに増え

ていくのではないでしょうか。
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資料１　CIR の自己紹介（県ウェブサイトに掲載）
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資料2　母国紹介で使用するパワーポイント（抜粋）

国
際
理
解
出
前
講
座



36

（
3
）
国
際
理
解
・
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
の
活
用
法

「
こ
れ
ぞ
定
番
！
」
活
用
法

入
門
編

�������	


����


 1�� ���������������������� �!"#$%
�&'(

�)*+,-.�/�
�&'01�������	
��234�56789

:%;�<-=>?@�A��
��B,9C$%�D>EFD$%G

����	
��


 2�� 
�&'0�56HI� ��J9KL%M�D$%G
(1)� ������������������NO9P�QRST
(2)� ������ �UV�������	
��W1XYZ
��W[D\
UG4!]^D_@%� G

����	�
�


 3�� 
�&'0�56HI-.��`�9?@%56HI� !aUJ�-.D
$%G

(1)� b
���cOde�fg�h@�ij�
(2)� klmn�do��d�p��)*�h@�&'eq/�78
(3)� nr
�&'� �-.eq9H$%st
(4)� uv<b
wxyz{|}
(5)� ~�PA��
��B,9C$%.�

�������


 4�� 
�&'0!56��%x�����D����x>����x����x
��`����������D$%G

������


 5�� 
�&'0�56>���UD$%� ����D��56x���r`�
�956���1��
 ¡4>
��W9¢£�<��¤<�<\G

������


 6�� 
��W��`��¥¦§!¨©hDª��^«56���¬�
�&'0
�.�­?�>®¯�°�~�±²>³?$%G

������


 7�� 56��� ��^«-.�´µ� 10xX�9�eq¶·�1��
 2
¡4>
��W9¢£$%M�D$%G

資料3　国際交流員派遣要領

������


 8�� 56��� ��
�&'09H��¸���¶¹º�»¼�<\M�D$
%G

� � 569½U¾º9¿\���56��� �¾º»¼ÀÁ�9Â\�
�&'

09»¼$%M�D$%GhÃ��¾º»¼ÀÁ!<\ÄÅ����D�����

�ÆÇ9ÂUM�D$%G

È � ~�PÉÊº��"º9¿\���56��� !ËÌ$%M�D$%G

���� !�


 9�� 
��W��56��� !J��¡�\Í��9«^$%D_@%���

�&'0�56>ÎÏ�<\M�D$%G

(1)� Ð�ÑÒ>Ó��Ô�ÕÖ<×Ø>ÙÚ$%Û~��¨%Dª
(2)� ÜÝ�ÞQÔ�ßà>EFD�há�>aUÛ~��¨%Dª
(3)� ~�P
��W!]â�<\Dãä�hDª

�"�#�


 10�� ����9?@%M��å��;�<-=�
��W!æ9?@%D�ç
9�%G

$%

������èé 15ê 12� 3x��#a$%G

国
際
理
解
出
前
講
座



37

「これぞ定番！」活用法 入門編
（
3
）
国
際
理
解
・
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
の
活
用
法

「
こ
れ
ぞ
定
番
！
」
活
用
法

入
門
編

資料4　派遣申請書／活動報告書
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国際理解・交流イベントでの活用法

異文化交流講座・料理編

異
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編

（1）内容
　世界の料理を紹介する全3回の講座を開催する。タイ、イギリス、ブラジル

の3カ国の料理を、その国の人が講師となって参加者と一緒に調理し、同時に

その国について紹介する。

　イギリスの回にALTを講師として活用。スコーンを作り、パワーポイント

を使用して英国を紹介した。

（2）目的及び効果
　「食」を通して日本以外の国のことを知るきっかけ作りとする。また、普段見かけることはあっても実際に話した

ことの無い在住外国人と市民が交流する機会も提供する。

■ 実施の流れ

1. スタッフ

　実施スタッフは、ALTと教育委員会職員のほか、市

民ボランティア 5～ 6名が加わった。また、ALT は

日本語が堪能ではなかったので通訳を配置した。

2. 受付～開会

　教室は、午後 7時から 9時までの 2時間。受付は

ボランティアグループメンバーと教育委員会職員が手

分けして行い、司会は教育委員会職員が務めた。

　参加者には、資料として料理 (スコーン )について解

説した資料とレシピを配布。会場である調理室にテー

ブルが6つあるため、参加者を6グループに分けた (1

グループ4～5名 )。

　開会挨拶に続いてALTを紹介。簡単な料理の説明の

後、黒板に書いたレシピに従って調理を開始。

3. 調理

　ALTの進行により各グループで調理を行う。各工程

ごとに全員を一つのテーブルに集め、ALTがデモンス

トレーションを行い、その後各テーブルに戻って作る

という作業を繰り返した。

4. 試食

　完成した料理とともに視聴覚室へ移動。ALT のパ

ワーポイントによるイギリスの文化紹介を見ながら試

食した。

■ 必要な準備

● ALTへの依頼、打合せ

　ALT には事業実施 2ヶ月前に依頼し、ALT のスケ

ジュールを調整して開催日を決定した。

　その後、メニューの決定、材料と調理手順の確認、

試作という段階を経て内容を決定。各段階でALTとの

綿密な打合せを行った。

　打合せは、担当者がALTの勤務校へ出かけていくほ

か、メールでのやりとりも行われた。

　試作では、ALT が自宅で実際に料理を作ってみて、

手順や材料などを再確認した。

● 広報・参加者募集

　公民館が月１回発行する情報紙に参加募集を掲載し

た。事業実施の1ヶ月前に掲載し、応募締め切りは1

週間前とした。応募方法は電話による。

　中学生から60歳代まで幅広い参加があった。参加

資格は特に設けていないが、中学生以下の参加者には、

保護者の同伴を求めた。

　なお、参加者が少ない事業なので、参加決定通知に

ついては書面では行わず、各参加者に電話で必要事項

を伝えた。

期  間 全 3回
( 毎週金曜日、1回2時間 )

場  所 公民館調理室及び視聴覚室

対  象 一般市民 ( 会費として材料
代相当300円を徴収 )

規  模 毎回25名

主  催 市教育委員会

予  算 0～ 1万円
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● 会場確保

　会場となる公民館へ利用申請を提出。市の事業のた

め使用料は不要。

● 通訳手配

　通訳は、担当者の知り合いである市民ボランティア

グループのメンバーに依頼した。

● 資料の作成

　料理の解説は、担当者がインターネットで調べて作

成。レシピは、ALTが英語で作成したものを、担当者

が日本語に直して黒板に書いた。

● 材料買出し

　材料は、実施前日に担当者とALT が一緒に買出し、

冷蔵庫で保管した。

■ 予算

　材料代は参加者負担。通訳はボランティアのため謝

礼は支払っていない。

　会場となる公民館は、市の事業であるため無料で使

用できた。

（担当者からのコメント・アドバイスなど）

　「来てみて」｢食べてみて｣「しゃべってみて」とい

う気持ちで講座を企画しています。今回の料理編で

は、普段日本では食べられないような料理（日本で

は購入できない香辛料を使った料理など）、または簡

単に家でも作れる料理、という内容で実施しました。

スコーンはとても簡単で短時間で出来、美味しくて

好評で、「早速明日、作ってみます」と言われる方が

多かったです。

　文化紹介プレゼンのパワーポイントはとてもよく

出来ていて、どの写真もとても綺麗で、みんな見入っ

ていました。

　アドバイスとしては、司会・進行者は司会・進行

のみに徹することです。受付、通訳などは他のスタッ

フ、できればボランティアの人にお願いするとスムー

ズに進行できます。また、講座で料理をする場合、

各グループのテーブルに予め材料を分けて置くと、

時間のロスがありません。

異
文
化
交
流
講
座
・
料
理
編

【事例提供】坂井市（福井県）教育委員会　三国教育分室　0776-82-6400（代）

　料理教室のように参加者が実際に何かの作

業を行う「体験型」の講座は人気があります。

今回紹介した料理教室以外にも、JETの趣

味や特技を生かした様々な題材、例えば「ダ

ンス」や「ワイン」、「映画」、「アクセサリー製作」

などを用いて文化紹介を行っている事例が多

数寄せられました。
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資料1　ALTによるレシピとイギリス紹介の写真
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資料2　講座案内のチラシ
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国際理解・交流イベントでの活用法

国際交流キャンプ

国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

（1）内容
　市内の小学生を対象に、1泊2日でキャンプを実施する。子供たちは、外国

人のキャンプリーダーやボランティアと一緒に、ゲーム、レクリエーション、

ハイキング、各国の勉強や民芸品の作成などを行う。CIRが企画から実施まで

全般に携わる。

（2）目的及び効果
　外国人と交流しながら言葉や文化を体験・学習することにより、異文化理解を図る。

期  間 １泊2日

場  所 清和県民の森

対  象 市内の小学校5～6年生
（参加費1,800円）

規  模 16人

主  催 市企画課

予  算 5～ 10万円

■ 実施の流れ

1. JET の役割

　キャンプには、キャンプリーダー及びボランティア

として8人の外国人が参加した。

　キャンプリーダーは4人おり、各リーダーに子供た

ちがついてグループを形成する。リーダーはキャンプ

中それぞれのグループを引率する。ボランティアは各

グループのサポート役となる。

　これらの外国人は、CIR の人脈により集められたが、

そのうち7人が JETであった。

2. プログラム構成

①ハイキング

　当日は午前中に集合し、バスで１時間ほどかけてキャ

ンプ場まで移動した。

　キャンプ場のある県民の森入口からキャンプ場まで

ハイキングを行い、途中で昼食をとった。

②文化紹介

　キャンプ場に到着後、グループごとに分かれ、異文

化学習の時間として、キャンプリーダーがそれぞれの

母国の文化を子供たちに紹介した。

　例えば、アメリカ人のリーダーはドリームキャッ

チャー (ネイティブアメリカンのお守り )作りやヒップ

ホップダンスを指導し、メキシコ人のリーダーはメキ

シコの国旗について話し、オーストラリア人のリーダー

はオーストラリアの小学生の制服や教科書を紹介した。

　最後に全グループが集まって、自分たちの学んだこ

とを発表し、共有した。

③夕食

　夕食もまたグループに分かれ、それぞれの国の料理

を作った。

　オーストラリアチームはカンガルー肉のハンバーグ、

メキシコチームはタコスを皮から作った。

④キャンプファイヤー

　夕食後はキャンプファイヤーを囲んで、マシュマロ

を火で焼いて食べたり、歌を歌ったり踊ったりした。

⑤宿泊

　会場である県民の森にあるロッジ村で、子供たちと

外国人が一緒のロッジに泊まった。

⑥翌日

　翌日は、朝食を済ませるとすぐに帰途に着き、昼頃

に帰着した。

3. 実施言語

　キャンプ中は基本的に日本語で進行するが、勉強コー

ナーは主に英語で指導する。子供たちは全てを理解し

なくても、身振り等で意思疎通できるが、どうしても

困ったときは、CIR が通訳する。

4. スタッフ

　スタッフとして、市の職員が7人同行した。

■ 必要な準備

● 参加募集

　事業実施の１ヶ月前に、市の広報紙と地元新聞紙に

募集記事を掲載した。同時に各学校へもチラシを配布

した。
カンガルー肉のハンバーガー
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（担当者からのコメント・アドバイスなど）

　参加児童の対象が小学校5・6年生になっている

理由はそれ以下の学年ですと保護者や教師不在では

指導しづらいからです。それから参加児童が男女混

合になっているため、女性のニーズに対応できるよ

う、女性の市職員が同行することを勧めます。

　また、このようなキャンプを少し変更すれば中学

生や高校生にも相応しいものになるでしょう。例え

ば、短期間で英語能力を身に付けるよう、また参加

者が外国人に実際の英語に挑戦できるよう、キャン

プを全体的に英語キャンプに変更することが出来ま

す。

国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

　定員20人で募集したところ、16人の応募があった。

市内には小学校が10校あり、各校から1～2名が参

加している。キャンプは土日で開催したが、最近は学

校行事や習い事で忙しい子供が多いという。

● 外国人スタッフ

　外国人は、CIR の知り合いなどを通じて参加を呼び

かけたほか、近郊の JETへ一斉にメールで呼びかけた。

　決定した外国人スタッフには、参加者に配布してい

る案内状を英訳して配布し、その後は頻繁にメールを

やり取りしながら、質問に答えたり、必要な準備を依

頼したりした。

● 父兄への説明会

　実施 1週間前に、参加者の父兄を集めて説明会を

行った。

● プログラム企画

　企画は事業実施の3ヶ月前から始めた。CIR が中心

となってアイデアを出し、日本人担当者と話し合いな

がら決めていった。

　グループに分かれる場面では、キャンプリーダーに

内容を任せた。必要な資材の調達もリーダーに任せ、

後で経費を補填した。

　また、当日の天候変化に対応できるよう、雨天時の

室内アクティビティも準備しておいた。

● 会場確保

　日程調整と会場の確保は最優先事項である。学校行

事との兼ね合いや、ALTのスケジュール、気候など様々

な要因を考慮しながら日程調整を行い、3ヶ月前には

会場を確保した。

● 使用備品

　クーラーボックスなど細かな備品は、スタッフであ

る市職員の私物を持ち寄った。特に大掛かりな備品は

使用していない。

■ 予算

　会場費が約5万円、リーダーへの謝礼が約３万円、

その他合わせて全体で8万円程度。

　参加費を徴収しているが、これは食材費及び保険料

( レクリエーション保険 ) に充てられる。バスは市所有

のバスを使用したため無料。

【事例提供】館山市 (千葉県 )　企画部企画課　0470-22-3147

グループに分かれて勉強コーナー みんなで記念撮影 (後ろにはきのこロッジ）

　夏休みに学校を離れ、自然の中での体験は

子供にとって大変良い思い出になることと思い

ます。

　宿泊を伴う実施が難しければ、デイキャン

プという方法もあります。そのような事例も多

数寄せられました。
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資料1　スケジュール　参加募集記事
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資料3　役割分担表2
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国際理解・交流イベントでの活用法としては、他にも以下のような事例が寄せられました。

■ 講座・講演会

　公民館講座や国際交流協会主催講座、学校行事などで JETが講師を務める講座や講演会を行う事例は多い。テー

マとして「母国紹介」、「外国人から見た日本」などの定番から、「男女共同参画」、「訪日観光の現状分析」といった

専門的なものまで見受けられる。

■ フェスティバル参加

　地域の国際交流フェスティバルに参加し、ステージアトラクションやブース出展などで外国の文化を紹介する。「集

める」手法から「集まる場所へ出向く」手法への転換といえる。

　また、地域で古くから行われている祭りに参加し、地域住民とともに太鼓や踊り、みこしなどに加わって交流を深

めるという方法もある。

　そのほか、地域の祭りに参加する外国人ボランティアを募集し、そのコーディネーターを JETが努めるという事

例もあった。

■ 対話サロン

　外国人と気軽に話せる場を提供する。情報交換、意見交換による交流に主眼がおかれている点で英会話教室とは異

なる。

　国際交流協会が主催する場合が多く、協会内のスペースを使い、決まった曜日・時間に参加者が集まり、自由に雑

談する。毎回テーマが設定されることもある。

■ 国際交流サークルに所属

　JETが地域の国際交流サークルに所属し、定期的に会合に参加して会員とのコミュニケーションを図るとともに、

国際交流イベントの企画運営にも携わる。

■ 短期滞在外国人と地域住民との仲介

　研修や留学等で短期に日本に滞在する外国人が地域住民と交流する仲立ちを行う。県費留学生や姉妹都市からの研

修員などが対象となる。

　ホームステイプログラムや交流イベントなどを企画し、コーディネーターとなって彼らと地域住民との接点を作

る。JICA( 国際協力機構 )が招聘する研修員を対象にした事例も見られた。
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（4）これからの定番！「経済」「多文化共生」
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これからの定番！「経済」「多文化共生」

外国人向け英文情報誌の作成

外
国
人
向
け
英
文
情
報
誌
の
作
成

（1）内容
　在住及び訪問外国人を対象とした英文情報誌「ASAHIKAWA Info」の作成に

CIRを活用する。CIRは主に紙面の編集にあたり、また自ら原稿も一部執筆する。

（2）目的及び効果
　外国人に対し、地域の魅力を伝え、地域で今何が起こっているかを伝えることで、

地域への参画を促す。

発  行 毎月１日

配布先 旭川市内各所及び札
幌市内数箇所

対  象 在住及び訪問外国人

発行数 300部

発行者 旭川市国際交流委員会

予  算 6～ 7万円

■ 情報誌について

● 刊行

　ASAHIKAWA Info は、1992年に旭川市国際交流

委員会から情報誌として第1号が発行された。当時は

季刊であったが、1998年にCIR が配属されたことで

月刊化が可能となった (最初の1年は隔月刊 )。

　また、2005年からはウェブ版 ( インターネットで

公開 )も作成し、発行部数はそれまで500部であった

が、ウェブ化により300部とし軽減化を図っている。

● 紙面

　全12ページから成る紙面は、各月のイベント情報

にはじまり、旭川での生活を紹介するエッセイ、在住

外国人へのインタビューなどの読み物が続く。旭山動

物園のコーナーでは、毎月異なる動物をとりあげ紹介

している。

　そのほかにも、近郊の行楽ガイドや地元レストラン

のレビュー、映画館の公開スケジュールまで掲載され

ており、市販のタウン情報誌にも引けをとらない充実

した内容になっている。

● CIR の役割

　CIR は、編集作業を主に担当するほか、イベント

情報コーナー及び不定期連載コラム「I Love This 

About Asahikawa(CIR の視点から市での様々な経験

を語る )」の執筆を行っている。

　また、インタビューコーナーでインタビューの対象

となる外国人の紹介や担当者（日本人ボランティア）

の連絡調整等もおこなっている。

■ 作成の流れ

1. スタッフ

　原稿作成に携わるのは、市民によるボランティアス

タッフ10名 ( うち外国人3名 )。もともと登録ボラン

ティア制度を持っており、その中から翻訳など外国語

の技能があると申告しているボランティアに声をかけ

て集めた。主婦から定年退職した人まで幅広い年齢層

が集まっている。

　彼らが書いた原稿をCIR がチェックし、編集、製本、

印刷する。なお、ウェブ版は日本人担当が編集している。

2. 編集会議

　年１回編集会議を行い、その年の紙面構成と、各コー

ナーを担当するボランティアを決定する。その後、各

月のコーナーごとの内容は、担当となったボランティ

アがその都度決定する。

3. 情報収集

　各担当ボランティアが、コーナーの趣旨にあったト

ピックを選び、取材にあたる。前月の15日までに取

材を完了する。

　イベント情報担当であるCIR は、市民会館や公民館

などを取材して情報を集めるほか、毎年定期的に行わ

れるイベントについては、情報を蓄積しておいて、そ

の時期が近づいたら主催者やイベントのウェブサイト

から情報を集めるようにしている。

4
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4. 原稿作成

　初稿は前月18日、最終稿は20日までにCIR へ提

出する。なお、原稿は全て英語で作成。

5. 編集・校正

　提出された原稿の英文チェックを行ったあと、紙面

にレイアウトし、デザインを行う。文字のほか、写真

や絵も配置し、国際交流委員会の日本人スタッフ２名

による校正、ボランティアアドバイザーによる最終校

正を経て、完全原稿を作成するのに、５日程度を要する。

6. 印刷

　印刷は事務室に備え付けの印刷機で行う。外注はし

ていない。印刷もCIR の仕事である。

7. 配布

　作成した情報誌は、英会話学校、駅構内、観光案内

所などで配布するほか、在住外国人の希望者 ( ほかに

手に入れる手段が無い場合 )には郵送もしている。

また、ウェブ版は市のウェブサイトで公開している。

<http://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/files/

kokusaikouryu/ashkwinfo/front/front_current.

htm>

■ 予算

紙代 ( 色紙を使用 )、印刷用インク代、編集会議での弁

当代

【事例提供】旭川市 (北海道 )　国際交流委員会　0166-25-7491

（担当者からのコメント・アドバイスなど）

　日本人ボランティアにとっては、ネイティブの

CIR が英文チェックをしてくれることで、英文執筆

への抵抗が減り、また訂正箇所から英語表現・言い

回しなど学ぶことが出来ます。

　在住外国人執筆による英文記事は、ネイティブな

らではの内容とユーモア、しかも身近な題材で読者

も関心を寄せており、市内英会話学校やプライベー

トレッスンに掲載記事を活用する在住外国人講師も

多くいる程です。ある民間英会話講師は、市のALT

に採用されたことをきっかけに、一読者から執筆者

になりました。彼によれば、地域の話題が中心なので、

読者は街中で行事を見かけると「ああ、これが情報

誌に載っていたものだな」と、そこで行われている

ことを理解することができ、それが地域への帰属感

を高めることにつながっているようです。

　CIR はコラムを担当することで、自ら出掛け初対

面の人からも取材することで、地域住民との接点が

できるなど多くのことが学べます。記事の内容選定

については、本人が日頃から気になっていること、

また日本人スタッフからのアドバイスもあります。

取材の成果もあり、日本人読者から「我々旭川住民

でもここまでは知らなかった」と言われるほど内容

は充実し高い評価を得ています。

　日本人スタッフ2名の校正に加え、長年様々な刊

行・発行物校正に携わっているアドバイザーがボラ

ンティアで最終校正に当たり、誤った表現・表記（特

に日本文化・歴史等）がないか再度確認し、細心の

注意を払うよう心がけています。

　とにかく内容の充実ぶりに驚かされます。ボ

ランティアによる手作りでこれだけのものが出

来るとは！是非ウェブサイトをご覧になってみて

ください。
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資料1　CIR が執筆する“I Love This About Asahikawa”
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資料2　在住外国人へのインタビュー“Hello Asahikawa”

「これぞ定番！」活用法 入門編
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資料3　観光ガイドや映画情報も掲載している
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■ 実施の流れ

　ALTは、プロジェクトの様々な場面で活用されてい

る。以下に、ALT が関わったものについて紹介する。

なお、ALTは普段は学校で勤務しており、その合間を

縫ってプロジェクトに参加した。

1. グリーンツーリズム推進協議会

　2003年にプロジェクト推進の中心組織として、グ

リーンツーリズム推進協議会が設立された。農業、観光、

医療、商工業などの関係者や地元代表者ら20人の委

員で組織されている。

　ALT もメンバーに加わっており、年 3～ 4回開催

される会議では、外国人の視点から意見を述べている。

2. モニタリング

 プロジェクトの準備段階では、グリーンツーリズムの

売りである農家民宿体験や焼き物作りなどのメニューに

ついて、外国人20人によるモニタリングを行っている。

　ALTは、モニターとなる外国人を集め、彼らが実際

にメニューを体験した感想を聞き取り、資料にまとめた。

　また、自ら焼き物作りを体験し、外国人の目から見た、

メニューの魅力と課題について意見を述べた。

3. 意見交換会

　グリーンツーリズムの課題を探るため、地域住民と

の意見交換会を開催した。国籍にかかわらず地域住民

が一堂に会したこの会では、外国籍住民からも様々な

意見が出された。

　例えば、欧米では全ての通りに名前が付いているが、

日本の町名は区域に対して名前が付いているので欧米

人には解りにくいとの指摘があり、案内看板が設置さ

れることとなった。また、農家民宿体験は外国人には

非常に魅力的であるとの意見も出た。

　ALTもこの会議に参加し、外国籍住民として意見を

述べた。

4. 広報

　広報媒体として、グリーンツーリズムの活動を紹介

するビデオを作成しており、ALTは英語のキャプショ

ンを担当した。

■ 予算

ALT活用部分にかかる予算はなし。

（担当者からのコメント・アドバイスなど）

　英文による「グリーン・ツーリズム事業紹介」を

作成する際、町ALT、及び ALT 仲間の外国人とを

交え、ワークショップを重ね、的確な英文表記のア

ドバイスを受けることとなった。

　学校での交流に加え、実際に立山町に住み、より

多くの町民らと交流しているALTであるからこそ、

英文への直訳に終始することなく、立山町の魅力を

広く伝えることのできる温かい英語表記による記載

に繋がったと思われる。

これからの定番！「経済」「多文化共生」

観光立村事業での活用
【事例提供】立山町 (富山県 )　産業観光課　076-463-1121（代）

期  間 3年間
( 事業立ち上げ期間 )

場  所 町内各所

対  象 外国人観光客

主  催 町産業観光課

予  算 0

（1）内容
　外国人をターゲットにしたグリーンツーリズム(ヨーロッパで普及している旅の

形で、民家に宿泊して自然や文化にふれあう滞在型の余暇活動)による村おこしプ

ロジェクトに、ALTを活用する。ALTはグリーンツーリズム推進協議会のメンバー

となり、PRパンフレットの作成、広報、外国人の視点でのプログラムモニタリン

グなどを行う。

（2）目的及び効果
　外国人に、日本の原風景の残る田舎で、人と人とのふれあいを通じて、日本文化

の本当の魅力を伝える。

事業概要
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体験メニュー越中瀬戸焼に挑戦

「これぞ定番！」活用法 入門編

　このような事例の場合、CIRを活用するも

のは多いですが、日本語の得意でないALT

でもここまで活用できるというお手本のような

事例ですね。
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入門編「これぞ定番！」活用法

経済・多文化共生分野での活用法としては、他にも以下のような事例が寄せられました。

■ テレビ・ラジオ番組への出演

　テレビやラジオの多言語放送番組で、在住外国人への情報提供を行う。

　国際交流協会が企画の中心となる場合が多く、日本での生活に関する様々な話題、観光情報、外国人向けのイベン

ト情報、防災情報などを提供している。

　ナレーションに、CIR をはじめ各言語を母国語とするボランティアを起用する。

■ 観光業者向け基本会話・異文化理解教材の作成

　中国と韓国のCIR が、両国語による基本会話と異文化理解のためのテキスト及び音声CDを作成し、観光業関係

者に配布した事例がある。同国からの旅行者を接遇する際に必要最低限の意思疎通ができるよう、また文化を理解し

た接遇ができるようにするための取り組みである。

　同時に、観光業関係者を対象とする研修会の講師もCIR が務める。

■ 外国人相談窓口

　多言語対応の相談専用電話回線を設置し、生活情報や悩み相談、各種行政手続の説明などを提供する。専門知識を

必要とする相談については専門機関の紹介も行う。

　曜日ごとに対応言語を決め、CIR などが相談員を務める。国際交流教会などでは、電話相談だけでなく、協会内

に専用のカウンターを設けている場合もある。

■ 市役所職員への英語窓口対応研修

　学校の夏季休業期間を利用して、ALTが市役所職員に対する英語による窓口対応研修を実施。テキストの作成か

ら指導までALTが行う。

　研修を通じて様々な課の職員と顔なじみになることで、ALTの全庁的な活用促進にもつながる。

■ 外国籍住民懇談会への出席

　外国籍の住民から行政への意見を聴取する懇談会を開催する。

　CIR はコーディネーターとなり、通訳や進行を行うほか、日頃の業務を通じて把握した住民ニーズや行政サービ

スのあり方などを提言する。
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本章では、JETプログラム活用事例調査に寄せられた事例の中でも、

他に類似の事例が無くユニークな活用をしているものを取り上げ、上級編と位置づけました。

10事例を紹介しています。

達人の面白活用事例（上級編）

「チャ
レンジ

！」
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奈良県 JET青年連絡協議会
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県
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（1）内容
　奈良県JET青年連絡協議会は、県文化国際課の国際交流員が会長となって

県内のJETにより構成する団体で、県民等と触れ合う交流イベントをJET自

らが定期的に企画・実施している。また、県内各種団体の実施する国際交流

活動や、地域へのボランティア活動に参加するなど、多様な草の根国際交流

を展開している。

（2）目的及び効果
　JETの自主的な活動を奨励し、職務として地域の国際交流活動を行うことができる機会を提供する。

　JETそれぞれの個性、能力を活用した活動は、県内 JETの連帯感を高め、孤独に陥るのを防ぐことで、精神的

なカバーまた中途退職の防止にも役立つ。さらに、地域の国際化を推し進め、活躍の場を提供することで、日本で

の生活の充実感、地域への愛着も深まる。

　国際交流イベントに参加された県民においては、JET プログラムの存在を知っていただく絶好の機会となって

いる。

■ 設立の経緯

1. 背景

　従来、JETプログラム参加者は、それぞれの配置先

の市町村という限られた地域で、単独、もしくは少人

数で国際交流活動に従事していた。しかし、県全体で

の国際交流を推進するためには、県内の JETが相互に

連携し、活動の範囲を広げ、主体的に県民と交流でき

る仕組みづくりが必要であるとの認識に至り、国際課

（当時）主導のもとに設立された。

2. 設立

　平成13年 8月、国際課（当時）より各契約団体に

協議会の設立が通知され、県内全 JET72 名中、69

名の参加を得てスタートした協議会は、その後、活動

の活発化に伴い会員数を増やし、現在は県内の全 JET

が参加している。

3. 活動の拡大

　県民を対象とした国際交流イベントが協議会の主要

事業であるが、そのほかにも、県の各種団体と連携し

た取り組みへと活動の幅を拡げている。

《活動の例》

〔県の観光インバウンド促進事業への協力〕
● 外国人観光客への聴き取りアンケート調査　
● 外国人の立場でモニター調査活動

〔県語学堪能職員との交流事業〕
● 県文化国際課と協力し「大和語り部養成講座」実施

〔地域活動への参加〕
● 地域美化運動へごみ拾いボランティアとして参加
● 地域祭への参加

〔各種団体と連携した国際交流事業〕
● 市町村教育委員会と共催でクリスマスイベントの

実施
● 地元の観光協会が主催するイベントへの参加（JET

と一緒に交流しながらイベントを楽しむプログラ

ムを盛り込むなど。）

〔他団体の実施する国際交流イベントへの広報協力〕
● JETNETメーリングリストを活用

〔各種研修〕
● 地域国際化推進セミナー、CIR 研修会などで国際交

流事業についての講師

■ 運営の詳細

● 規約

　「JET青年連絡協議会規約」を作成し、協議会の目的、

事業内容、組織を定めるほか、協議会活動への参加は

期  間 通年
( 交流事業は年4～5回 )

場  所 県内

対  象 一般県民他

規  模 66名（会員数：JETが会員、
一般県民はその都度募集）

主  催 奈良県 JET青年連絡協議会

予  算 年間10万円程度

外国人観光客へのアンケート調査
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JET プログラムの職務として扱われることを明記して

いる。

● 役職の設置
● 役職として、会長、委員、幹事を置いている。
● 委員にはCIR が就任することとされており、現在4

名の委員が置かれている。
● 会長は委員の互選により選出される。
● 幹事には会長が指名するALTが就任する。
● イベントの企画及び運営は委員が中心となって行い、

必要に応じて会議をもつ。
● 幹事は、委員のイベント企画運営の補助を行う。

● 事務局の設置、県文化国際課の関わり

　県配置のCIR が会長を務めることから、事務局は県

文化国際課内に置かれている。

　文化国際課は、会員の加入の際に各契約団体へ規約

及び JETの服務の取扱いについて通知し、また活動参

加の際に通知文書を出すほか、イベントの報道発表を

行う。また、外部団体との事業共催や協力の際、仲介・

調整等を行うなど協議会の活動をサポートしている。

● 加入者の募集・登録

　県では毎年、新規 JET が集まる来県直後オリエン

テーションにおいて協議会の紹介と趣旨説明を行って

いる。また、全 JETが集まる奈良県オリエンテーショ

ンでは、協議会の会議を開催し、加入・更新の呼びか

けを行う他、委員の紹介、年間事業の開催にあたって

の意見交換等を行っている。

　同時期に、文化国際課長名で各契約団体あてに加入

同意書を送付し、同意の有無と協議会への意見を返送

してもらう。

　各契約団体の回答を受けて、加入者について名簿を

作成する。

● メーリングリスト

　全会員が加入するメーリングリストを運営し、会員

間の相互連絡に使用するほか、地域で開催される国際

交流イベント情報の周知を行い、積極的な参加を促し

ている。

■ 予算

　協議会活動に関して文化国際課は特別な予算措置を

していない。地域の国際化推進の観点から県予算の枠

内での執行及び自治体国際化協会支部からの補助や、

他団体との共催などによって活動している。

「大和語り部養成講座」県立民族博物館でのかまど体験

「チャレンジ！」達人の面白活用事例

【事例提供】奈良県　文化国際課　0742-27-8477

　連絡協議会という一つの仕組みを作ること

で、県の国際交流の推進、JETプログラムの

一般への浸透、JET 参加者の団結など、一

石二鳥にも三鳥にもなる素晴らしいアイデアだ

と思います。ちなみに奈良県は JETの中途退

職率が最も低い契約団体の一つです。

（担当者からのコメント・アドバイスなど）

　奈良県 JET 青年連絡協議会は、平成 13 年度の

設立から5年を迎え、従来からの県民との国際交流

事業に高い評価を得ながら、その活動をベースに発

展を続け、多様な地域の国際交流活動を行うように

なった。

　協議会は平成18年度、JETプログラム20周年

式典において総務大臣表彰を受賞したが、これは協

議会の草の根の国際交流活動が評価されたものであ

り、協議会には、これを原動力にますます積極的な

活動を期待している。

　JET同士、地域住民、また県内各種団体との横の

つながりにより、地域の国際化を推進できるこのよ

うな協議会の存在は大変有意義である。

　JET 一人ひとりにとっても、協議会への参加に

よって職務・生活がマンネリになることを防ぎ、地

域を知り、地域への愛着を深め、そうした経験が任

期満了し帰国後に奈良の良さを海外へアピールする

「奈良まほろば大使」としての活躍へと繋がっている

と考えている。

　今後もこうした活動によって、協議会が JETプロ

グラム本来の目的である「諸外国との相互理解の増

進とわが国の地域の国際化の推進」に貢献すること

を願っている。
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資料2　服務の取扱いについて（規約への添付資料）

協議会自主企画「シルバークリスマス」 協議会自主企画「英語で聞く世界遺産」
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2 事業名

英語でハイキング

英
語
で
ハ
イ
キ
ン
グ

（1）内容
　県内の観光名所をJETと県民が一緒に巡るハイキングイベント。5～6名のグルー

プに分かれ、各グループにJETが1～2名付く。散策中は原則として英語でコミュニ

ケーションする。散策ルートは各グループが自主的に決定できるが、必ず行かなけ

ればならない場所も数か所指定されている。また、出発前に英語で書かれたクイズ

が配布され、散策を通じて答えを探すというアトラクションも含まれている。

（2）目的及び効果
　観光名所を巡ることで、地域の歴史を学び、自然に触れる機会を提供する。また、JETとともに英語でコミュニ

ケーションしながら散策することで、国際交流の機会を提供する。

　同時に JETプログラムへの一般の認知度を高め、プログラムの地域への浸透をはかる。

期  間 1日

場  所 県内観光名所

対  象 一般県民

規  模 80人

主  催 県国際課

予  算 0～ 1万円

■ 実施の流れ

1. 天候判断

　中止の場合、電話またはメールで一斉連絡できるよ

うなスタッフ体制を組んでおく。

2. 必要機材運搬

　受付用グッズ、看板（受付及び駅からの案内表示）、

メガフォン、デジカメ、救急箱、長机を会場へ運搬する。

3. 会場設営

　駅の近くの公園内に受付を設営する。受付用の長机

1本と、名札用 (その場で参加者に書いてもらう )長机

2本、受付名簿、参加者配布資料（諸注意・地図・ア

ンケート用紙・報告書・クイズの問題）を設置。

駅から公園までの案内板を設置する。駅には案内板を

持ったスタッフを配置（事前許可が必要）。

4. JET に実施要領説明

　準備段階ではメールによる連絡のみだったので、全

員集まったところで内容を再確認した。

5. 受付

　氏名をチェックしてグループを伝え、資料を配布。

6. 開会挨拶（課長）全体説明（担当）

　一般対象のため、JETプログラムの概要から始まり、

イベントの意義、その他注意事項を説明した。

7. グループ対面

　話し合って、散策コースと班長を決定する（班長は

JET1名、日本人1名を選出。運営サイドとの連絡窓

口となるほか、クイズの解答と報告書をまとめて提出

する。）

　各グループは、出発前に緊急連絡先（班長の携帯電話）

を受付へ報告する。

8. 出発

　スタッフ巡回開始。自動車で巡回し、参加者が必ず

行かなければならないと決めた場所などで参加者の状

況確認を行う。また、通行の危険な場所には定点スタッ

フを配置し、交通整理に当たる。

9. 受付撤収、本部待機

　市民会館の一室を借り、本部を設置。巡回スタッフ

からの連絡や、参加者に義務付けた定時連絡を受ける。

課長以下常時3名ほどが待機。

10. 受付再設営

　ゴール受付（報告書・クイズ解答・アンケートの受理）

11. 閉会式

　当初閉会式を行う予定だったが、参加者がゴール後

もお互いに電話番号やメールアドレスを交換するなど

交流が続いていたため、雰囲気を壊さないよう配慮し、

記念写真の撮影のみ行ってあとは流れ解散とした。受付
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12. 撤収

■ 必要な準備

● 開催日時の決定

　各種広報に間に合わせるため、5ヶ月前には決定。

JETがなるべく多く参加できるよう、学校行事などに

配慮した。

● 広報・募集

　広報媒体は、県広報紙・県ホームページ・FMラジオ、

テレビの県提供番組のほか、チラシも300枚作成し

たが、最も効果的だったのは広報紙。

　参加申し込み期間は開催前月の1ヶ月間。往復はが

き、メール、電話、FAXで受け付けたが、ほとんどの

応募者がメールか電話だった。

　JET参加者は、県 JETホームページで参加募集し、

同時に県内の各契約団体に協力依頼文を送付した（JET

も参加者として自主的に応募・参加するという位置づ

けなので、業務としての派遣依頼ではない）。

　記者発表資料を作成し開催週に記者クラブへ投げ

込み。

● 参加者決定・グループ分け

　当初30人で募集したところ、応募が殺到したため、

検討の結果定員を取り払った。よって抽選等はしてい

ない。

● 各種資料作成

　事前案内、当日案内、クイズ・班長用注意書き・報

告書様式・地図・アンケート様式、スタッフ役割分担

及び動静表、受付名簿の作成

● クイズ作成

　問題は、担当者が作成した。予想されるコース付近

の建物などにまつわる問題を取り入れ、解答するには

参加者がそこへ見に行かなければならないような仕組

みを作った。

● 役割分担

　必要な役割は、受付、改札誘導、巡回、本部待機

● 各関係先へのあいさつ

　主な訪問先、駅、警察（事例では病院にはしなかった）

■ 予算

　本部用に市民会館の借上げ代として2,000円程度。

あとはコピー代などの雑費のみ。JETも参加者という

扱いなので、旅費等は支給していない。

JET と対面 訪問先で

　これだけのイベントをほとんど予算なしで

実現してしまうとは驚きです。担当者の方の、

JET以外のALTではこういう活用はできない

というアピールもしたかった、との言葉が心強

かったです。

【事例提供】滋賀県　商工観光労働部国際課　077-528-3062

（担当者からのコメント・アドバイスなど）

　JET青年たちが、様々な活動を求めていることが

わかりました。 担当者と JET青年が協力しあって、

JETプログラムの社会への 認知度を高め、地域への

浸透をはかることだと思います。もちろん、 当日の

運営にあたっては、所属部署全体の協力が必要です。

日頃から 理解を深めていただけるよう、何事も報告

が大切です。



「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」
達
人
の
面
白
活
用
事
例

上
級
編

66

�������	
 ��
�����

�������������


  !�"
 ���#$%&�'()*+,�-.�/00$123'45�67


 /�8)*�������	9:;<=>?@%A�BCDE(9#��
3FGHIJK*

LA=0M�NH�67


 �(*�������	�OP#QH($RSTHI'�67�UVWXYZ['($A�6

��*�\]^J�H7

_`a
 b
 c
 
 def_gh_ij_kclm`

n`opaq
 
 
 dgdri9sd_i
 
 tuvwxyz


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 sd_i��#{|�opC$}�T^J�H7


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 op�)	~����C��'�6��*���^J�H7

r`�"X#QH(d�����)��0'�67l����`


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ��#QH(*��#�S&���)����$�H��T^J�H7


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ���"#QH(��H��T���
 �dri9gdri


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 iii�iiii iiii
 
 ���¡¢


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 iii iiii iiii
 
 £¤

k`¥¦X#QH(d¥¦�&���)*���§¨�©ª«¬C$­H'�67


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ®¯c��#�����«¬C$­H'�67


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ®°±C²ª*¤c«¬HIJ^��)*4��¡¢³´��$­H'�

67

µ`¶·Xd
 
 
 
 ¸K°6H¶·¹º���
^J�H7

�`¡�»Xd
 
 
 ¼½*$¾*�¿*©§À$ÁX7

Â`��ÃÄ
 d
 
 	~��Å#�Æ'(HIJK�67

r9µ<��
Ç#È'(*_9n<�É�Êh=
�A_Q�	~��

#ÀA�67

{	~���D&IH�ËCÌÍ'(Î�ÏC�Ð*���ÎÑÒÓÔ�

ÕÖ�'À=S*����	'(HIJK�67LS%×Ð*{|�D�

'IH�ËCUØ($H(^J�H7

英
語
で
ハ
イ
キ
ン
グ

資料1　参加者への事前通知1



「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」
達
人
の
面
白
活
用
事
例

上
級
編

「チャレンジ！」達人の面白活用事例 上級編

67

英
語
で
ハ
イ
キ
ン
グ

�������	
��
�������
���
����

���� !"#$% &'()% *% ���� !"+,% -.'))

/��01'��234567��89:;<=7>?@AB=7CD;<

=EFGHI#JK7LMNOPQR7ST6UVW

�����XYZ[
\]^\_\`��a�bcdefg
hi�]j�

kX#lZ���m�nc
oZ,p_qrZ_s^t\�%

uvwxyz% '% wxy{|}U~,�a�
��Z_s^t\�

% % % % % % % % % U��CD;<=7��234567��9:;<=	(�~������

�-�)))�
��t�_\�������CD;<=7��9:;<=


��
����% �����������v

&v�% % �% '% % �����
��X� ]¡��B�A�z
�¢XZ_�£¤UV��

bcd¥
¦§Z_s^t\��
��~�z��¨
��v

-)vq% % ©% '% % ���� !#"�Iª«#"v% % -.'()	¬­

®¯°e�±²³\]^���]�´5bcb	µ¶X·{¸�P¹eº»±¼³s^t\�

/���� �
	½j�BW

% % ¾¿ % À'.À% % % % % À'(Á

% % % % % % % Â% % % % % % % % Â

% % ÃÄ % u')Á% % % % % À'Å.

% % % % % % % Â% % % % % % % % Â

% % ÆÇ % u'Åu% % % % % u'È-

% % �ÉÊv% % % % % % % % % �ÉÊv

% % ÆÇ % u'.-% % % % % u'ÈÈ

% % % % % % % Â% % % % % % % % Â

% % �� % &')Á% % % % % u'(-

���� �����Ë Ì{Ícd�Z���

ÎÏ"X#_\]^\]ÐÑÒ
�ÓÔ{Õ�ÖXTp_×Ø~�	±Õ�Z���

/�% �W% % ÙÚÛÜÝxÞßàáMâã

% % % % % %

% % % % % % TEL 077-528-3062% % FAX 077-521-5030 

資料1　参加者への事前通知2



「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」
達
人
の
面
白
活
用
事
例

上
級
編

68

Quiz of Komyoga-tsuji 

� Answer the name of Korean restaurant along the street on the right side after 
crossing Rout 8, Nagahama Shinkawa River. 

� � � � Answer: Kantei 
� Answer the name of Nagahama Citizens’ Baseball Stadium near Hokuriku 

Expressway. 
� Answer: Nagahama Sun Dome 

� Is the statue of Mitsunari Ishida standing or sitting ? 
� Answer: sitting 

� Where is the statue of Mitsunari Ishida ?  
   Is it in the museum or school or…..? 

�  Answer: Ishida Kaikan 
� Answer the grade of river Nagahama Shinkawa River. 
                                              Answer: First grade river 
� Who is the first resident priest of Daitsuji Temple ? 
                                              Answer: Reizuin Sento 
	 When could we use the new Nagahama Station ? 
                                              Answer: Today 

 Who was the third castellan of Nagahama castle ? 
                                              Answer: Kazutoyo 
� Who was Kazutoyo’s wife ? 
                                              Answer: Chiyo 
� Who was Nene’s husband ? 
                                              Answer: Hideyoshi 

 What is the fantastic shop or museum where you can see beautiful glass ? 
                                              Answer Kurokabe Garasukan 
� Who built Nagahama Castle ? 
                                              Answer Hideyoshi Toyotomi 

�����������������
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資料2　クイズ
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3
事業名

「ブラジル人学校における日本の生活・文化講習会」
－第2回／交通安全教室－

■ 実施の流れ

会　場

　3回は、各地域の自動車学校の協力を得て、自動車

学校の施設を使用し、１回は県営公園内の交通広場（無

料）を利用した。

講　師

　自動車学校職員のほか、各地域の警察署員と各市の

交通指導員、JAF職員及び県交通安全担当部局職員に

協力を依頼した。講師の通訳は、ブラジル人CIRのほか、

県ブラジル人相談員、県ブラジル人留学生、市ブラジ

ル人スタッフが担当した。

授業内容

＜屋内＞警察官による交通講話

交通安全ビデオ（アニメーション）の視聴

日本の交通標識の説明

＜屋外＞スクールバス乗降時の注意（車の死角体験、

飛び出し事故の危険性）

自転車の正しい乗り方

横断歩道の正しい渡り方

シートベルト体験車（JAF又は県所有）の乗

車体験

大型車による左折巻き込みの危険性

1. 会場準備／学校への出迎え、会場へ移動

　スタッフは2班に分かれ、１班は会場準備、もう１

班は学校への出迎え。会場への移動は県で借上げバス

を用意。学校によっては自校のスクールバスを使用。

2. 講習会実施

　県による挨拶で講習会開始。講習会の内容は屋内と

屋外に分けられる（上記「授業内容」参照）。屋外では

プログラム内容ごとに数ヶ所に分かれて実施するため、

各場所に講師を配置。児童生徒は15～30人のグルー

プに分かれ、グループごとのスケジュールに従い各プ

ログラム実施場所へと移動。

　CIR 等の県ブラジル人スタッフがそれぞれ１グルー

プを担当し、通訳と引率を行う。

　日本人担当者は、全体の進行管理、記録（写真撮影 )、

マスコミ取材対応、緊急対応などを受け持つ。

3. 会場撤収／学校への送り返し

　スタッフは2班に分かれ、１班は会場の撤収、もう

１班は学校への送り返し。

4. 参加児童へのアンケート実施

　講習会当日、アンケート用紙を返信用封筒とともに

ブラジル人学校の引率教員に渡し、後日、参加児童に

記入させたうえで郵送を依頼。

5. アンケートの集計・翻訳

　

■ 必要な準備

● 会場及び講師の手配

　県警に事業の実施方法を相談する中で地域の既存施

設の利用を提案され、対象ブラジル人学校4校の所在

市（県内で特に在住ブラジル人の多い4市に一致）の

交通安全担当課に各地域の自動車学校を紹介していた

だいた。

　多くの市町村では、公立学校向けに交通指導員によ

る交通安全教室を開催しており、また自動車学校によっ

（1）内容
　ブラジル人学校の児童生徒を対象に、学校の授業の一環として交通安全

教室を開催する。

（2）目的及び効果
　多文化共生推進の一環として、県内在住外国人のうち最多のブラジル人

に日本での基本的な生活習慣を理解してもらい、地域社会への参画を促す

ことを目的とする。そのため、日本の公立学校の子どもと同じように、ブ

ラジル人学校の児童生徒に交通安全教育を行い、理解を深めさせるととも

に、彼らが家に帰って家族に自分の体験を話すことで、直接講習の機会を

設けることの困難な大人に対しても、家庭を通じた啓発を行うことを狙いとする。

対  象 県内ブラジル人学校4校の
児童生徒

回  数 各学校につき
１回（半日）×4校＝計4回

会  場 各地域の自動車学校（3回）、
県営公園内の交通広場（1回）

参  加
人  数

各学校により約 30～ 90 人
（１グループ約15～ 30人で
2～3グループ）

主  催 県国際課

予  算
約 40万円（実績額）
※講習会全体のうち、交通安
全教室に係るもの

横断歩道の正しい渡り方の説明

※当該講習会は以下の3つのプログラム（ごみ処理施設見学、交通安全教室、日本文化の紹介）を内容としており、各プログラム
を各学校を対象に、年間を通じて開催した。

ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校
に
お
け
る
日
本
の
生
活
・
文
化
講
習
会
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ては地域の幼稚園や小学校、高齢者向けに同様の教室

を開催している。各地域の警察は、そうした交通教室

への協力を業務として行っている。このことから通常

の児童生徒向けの交通安全教室の開催自体については、

市町村、警察、自動車学校それぞれではある程度の実

施体制が整っているといえる。よってそのうえに、県

がイニシアチブを取って各関係先間の調整を行い、“自

動車学校等を会場とした、ブラジル人学校対象の交通

安全教室の開催”をモデル的に実施することとした。

その際、一番の課題である言葉については、県がブラ

ジル人CIR を活用して全面的にサポートを行うことで

了解を得た。

● 対象となるブラジル人学校の決定

　ブラジル政府公認の学校（認可校）に対象を限定した。

同国大使館のホームページから認可校の一覧を入手し、

予算を策定する前年度中に個別に各学校を訪問し、事

業趣旨を説明、参加希望の有無を確認した（当該交通

安全教室は、県内の認可校4校全てで実施）。

　日程調整は自動車学校の（休講日や空き時間等の）

都合とブラジル人学校の希望日時をすり合わせるため、

またバスや保険の手続き上からも、早めに取り掛かる

必要がある。通常、ブラジル人学校は学年により午前・

午後の交代制で授業を行っているため、対象学年の登

下校時間の確認も必要である。4～ 6ヶ月前には日程

を決定した。

● 講習会内容の検討・決定

　講習会内容は、ブラジル人学校側の希望や県の提案

も踏まえた原案の作成を自動車学校に依頼した。スクー

ルバス乗降時の注意等は、学校からの希望を反映した

ものである。

　講師は日本語で説明するためポルトガル語の通訳が

必要であり、ブラジル人CIR を含めた通訳の人数に応

じて、対応可能な内容・時間配分・グループ分けを考

える必要がある。

● 資料の作成

　県警や（財）全日本交通安全協会、ＪＡＦ発行の各種

資料を集め、その中から必要な情報を抜き出して日本人

担当者が日本語版を作成し、県警・県交通安全担当部

局による内容確認と使用許可を経て、ブラジル人ＣＩＲ

による翻訳作業に入った。

 ポルトガル語への翻訳は2人のＣＩＲが１ヶ月ほどか

けて行った。大人向けの記述を子どもに分かりやすい表

現に置き換えたり、絵を挿入したり、また法律に関する

事項は間違いが許されないので、CIR自身も勉強が必

要で、難しい作業であった。

　資料は参加児童生徒用と保護者用の2種類を作成し

た。子どもには講習会で実際に体験して学んでもらう

ため、配布資料の枚数・中身とも簡素化を心がけたが、

家庭を通じた保護者への啓発という観点から、保護者

向けには、日本で自動車を運転する際の注意事項をまと

めた冊子を作成した。

● その他

・バスの借上げ・保険加入手続き

・講師（警察署員、市交通指導員）に対する派遣協力

依頼

・JAF に対する「シートベルト体験車」及び職員の派

遣協力依頼

・参加者名簿の学校からの入手

● 広報

　県政記者クラブへの資料提供のほか、各市の多文化

共生担当課に県作成の当該資料を送付し、各市政記者

クラブへの情報提供協力を依頼した。

■ 予算

　バス借上げ料、保険料（普通傷害保険［参加者の参

加中における障害事故の補償。いわゆる「レクリエー

ション保険」］と賠償責任保険［行事主催者が損害賠償

責任を負う場合の補償］にセットで加入）、職員旅費、

資料コピー代など。合計約40万円。

＊警察署員・市交通指導員には通常業務として、また

自動車学校には職員・設備とも無償でご協力・ご提供

いただいた。

ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校
に
お
け
る
日
本
の
生
活
・
文
化
講
習
会

【事例提供】岐阜県　総合企画部国際課　058-272-1111( 代 )

（担当者からのコメント・アドバイスなど）

　ブラジル人学校との良好な関係づくりは事業を成

功させるうえで非常に大切な要素です。ブラジル人

CIR だから仲間意識で迎えられるだろうという過信

は捨て、普段から顔の見える関係を築いておく事が

必要です。　　　　　　　　　　　　（国際交流員）

　ブラジル人CIR は（財）岐阜県国際交流センター

に配置されているため、事業の実施にあたっては、

同センターに足を運んでCIR と随時打ち合わせを行

い、同センターの事業スケジュールやCIR の仕事量

を確認しながら、当該事業の準備作業が他の業務と

重なりCIR の負担とならないよう配慮しました。

　また、各地域の自動車学校や警察署、JAF、各市（交

通安全担当課、多文化共生担当課）、県警及び県交通

安全担当部局など関係機関が多いため、役割分担や

スケジュール説明等を含めた連絡・調整に漏れがな

いよう、気を配りました。　　　　（国際課担当者）
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資料2　配布資料　保護者向け冊子（表紙）
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��Projeto do Depto. de Assuntos Internacionais da Província de Gifu       Apostila Aula 2 – Segurança no Trânsito] 

Projeto do Departamento de Assuntos Internacionais da Província de Gifu / 2006 

“Projeto de Apoio às Escolas Brasileiras – Conhecendo o Japão” 

�Apostila Aula 2 - Segurança no Trânsito

Regras de Trânsito 
 do Japão

- Para dirigir com segurança no Japão -

Departamento de Assuntos Internacionais da Província de Gifu 

Ogaki, 20 de Setembro de 2006 (qua) 
Local:�� Driving School
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4

消
防
組
合
職
員
対
象
の
英
会
話
教
室

事業名

消防組合職員対象の英会話教室

（1）内容
　消防組合職員（消防隊員、救急隊員）を対象に、緊急時の外国人の救出、応急措

置等に必要な表現を学ぶ英会話教室を開催する。

（2）目的及び効果
　増加する外国籍住民の緊急時に対応できる職員を育成する。

期  間 １日（２時間）

場  所 消防本部会議室

対  象 消防隊員、救急隊員

規  模 20人

主  催 消防組合

予  算 0

■ 実施の流れ

1. 英会話教室について

　平成18年度より消防組合では、毎月1回、職員の

ための英会話教室を開催しており、教育委員会の嘱託

員が講師をしている。ALTを交えた緊急対応訓練はそ

の一環として開催された。

　この地域では外国人の救助事例はまだ多くはないが、

少しずつ増えてきているため、英会話教室でもこのよ

うな実践的な学習の機会を持つことが有効と考えた。

2. 緊急対応訓練について

　全体の進行は、通常の英会話教室と同様に日本人講

師が行い、ALT 3 名が補助として参加した。

　はじめに、講師が国名・職業や自覚症状、体の各部

位の名称などに関する単語を紹介し、それを使った表

現を教える。その際ALTは発音を補助する。

　次に、消防職員とALTで実際の救助場面を想定した

ロールプレイを行う。ALTは、国籍・名前・職業など

の個人データと、目まいがする、吐き気がするなどの

自覚症状を記載したカードを持ち、救助される外国人

の役を行う。

　消防職員は、ALTから名前や国籍、症状を聞き出し、

ワークシートに記入していく。

　最後に、出来上がったワークシートの答え合わせを

しながら学習した内容を復習する。

■ 必要な準備

● 日程調整

　消防組合では、英会話教室の企画時点から、外国人

を交えた教室を開催したいと考えていたため、教育委

員会に相談したところ、ALTを紹介され、学校の授業

がない夏休みにALTを迎えた授業を行うことになった。

　今後も、ALTに余裕のできる冬休み等にも同様の教

室を開催したいと考えている。

● 内容検討及び資料作成

　消防組合の具体的な希望を聴取し、それを内容に反

映させた授業計画を講師が作成した。

　教材として、国籍・職業などの単語や表現をまとめ

たワークシート、緊急事態を絵で表現したパネル (ロー

ルプレイで使用 )を作成した。

● ALTとの打合せ

　授業計画に基づいて、全体進行とALTの役割を伝え

る。講師が教育委員会の嘱託員なので、打合せはALT

が教育委員会にいる時に行った。

● 広報

　地元 FMラジオ局と地方新聞へ事前広報し、取材を

受けた。ラジオでは、講師とALTの他、受講者もイン

タビューを受けた。

■ 予算

　講師を教育委員会の嘱託員が務めるため、謝金等の

支払は発生していない。

　非常に興味深い事例です。外国籍住民の

増加に伴って、今後このような事業に対する需

要は増えていくのではないでしょうか。

（担当者からのコメント・アドバイスなど）

　一般的な日常英会話とは全く異なり、人命に関わ

る専門的な用語を使用した英会話教室を行っていま

すので、 毎回教材作りには多少時間がかかります。

しかし、自分の資質向上のために休日返上で参加さ

れる隊員の皆様のためにも、今後も応援したいと思

います。　　　　　　　　　　（教育委員会嘱託員）



「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」
達
人
の
面
白
活
用
事
例

上
級
編

75

「チャレンジ！」達人の面白活用事例 上級編
消
防
組
合
職
員
対
象
の
英
会
話
教
室

資料1　テキスト（出身国・職業）

【事例提供】弘前市 (青森県 )教育委員会　指導課　0172-82-1644、弘前地区消防事務組合
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資料2　テキスト（症状に関する表現）
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資料3　ワークシート
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5 事業名

小・中・高校の連携による英語劇指導

小
・
中
・
高
校
の
連
携
に
よ
る
英
語
劇
指
導

（1）内容
　小・中・高の児童生徒が連携して、オリジナルの英語劇を作成し、地域の祭りの

一企画として上演する。

　SELHi事業の一環として、指定校が企画・運営。ALTは脚本作成、発音指導、

歌唱指導を行った。

（2）目的及び効果
　SELHi 事業の一環としての、小学校・中学校の英語教育への支援。地域と連携

した英語活動の促進を目的として実施し、特に小学校との連携を発展させることができた。

■ 実施の流れ

1. 脚本の作成

　毎年6月に英語科の生徒に対する集中学習のための

合宿を行い、そのカリキュラムの中で英語によるシナ

リオ作りを行う。生徒は4つのグループに分かれ、そ

れぞれが1作品を作る。

　完成した4作品の中から優秀なものを選び、英語劇

の脚本として採用する。ただ、この段階では10分程

度の作品なので、夏季休業期間を利用して英語科教諭

とALTとで内容を発展させ、40分の作品に仕上げる。

　基本的に ALT が書いたものを日本人教諭がチェッ

クし、難しすぎる表現を直すという手順を踏んで完成

する。

2. 練習

　夏休み明けの9月から2ヶ月間、毎週金曜日の午後

5時から7時まで、公民館を会場に練習を行う。英語

科教諭10名とALT 1 名が指導にあたる。

　小学生にはなるべく簡単なセリフの役柄を与え、ま

た練習の前に大まかなストーリーを説明するなどの配

慮をする。

3. 大道具 ･小道具の作成

　舞台で使用する道具類は、外国語部の生徒が部活動

の時間に作成する。舞台衣装は、既成の服に少し手を

加えて作成する。

4. 発表

　地域の祭りの一企画として参加し、ステージプログ

ラムの１つとして上演する。

　会場は250人収容のホールで、前日に舞台リハー

サルを行うことができる。

　照明は町の依頼で専門業者が担当し、音響効果は生

徒と教諭が担当する。

　生徒にはこのほか、司会、パンフレット配布、会場

案内、道具の搬入・搬出などの担当を割り当てる。

5. 感想文

　後日、参加した生徒には感想文を提出させ、SELHi

の事業報告書に掲載する。

■ 必要な準備

● 参加者募集（小・中学生）

　SELHi 委員会（SELHi 研究開発推進のために学校

が独自に設置する委員会。連携する学校間の情報交換

のほか、教授法や個々のプログラムについて外部の有

識者の意見を聴取する場でもある。）で町内の小・中学

校に呼びかけると同時に、1学期中に校長名で依頼文

書を送付する。

● 広報

　基本的には、祭りの企画全体の広報を通じて行うが、

独自にチラシを500枚作成し配布する。上演当日の

観客の出入りは自由としている。

● 上演当日の配布資料

　観客は英語がわかる人ばかりではないので、台本を

期  間 6ヶ月

場  所 学校、公民館等

対  象 小・中・高校生、社
会人 (生徒の保護者 )

規  模
小・ 中 学 生 10 名、
高校生 30 名、社会
人10名

主  催 県立高校

予  算 約 10万円

練習風景　小・中学生も参加
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日本語と英語で併記したものを作成し、観客に配布す

る。また、舞台横にスクリーンを設置し、プロジェク

ターによってセリフを投影する。

　なお、観客へのアンケートも作成し、当日配布・回

収する。

■ 予算

　主な支出は、大道具・小道具・衣装の作成費、チラ

シの作成費 (紙代、コピー代 )で、約10万円。本番の

会場及び練習に使用する公民館は町の事業のため無料。

「チャレンジ！」達人の面白活用事例

【事例提供】愛知県立御津高校　0533-75-4155
愛知県教育委員会　052-954-6787

　学校の文化祭で英語劇を行うという事例は

多数ありましたが、学校の枠を超えて地域と

も連携している点がユニークだったため、こ

の事例を取り上げました。合宿で台本を作成

するなど、一連の流れが無駄なく効果的に組

み立てられているのも素晴らしいと思います。

（担当者からのコメント・アドバイスなど）

　英語劇の上演を通じて、参加者の英語力が向上す

るだけでなく、小中高の連携、さらには地域との連

携が深まることが期待できる。　

（教育委員会担当者）

　英語を学校という場だけでなく、英語劇という場

で身振りを使ったり、表情豊かに話したり、言葉と

しての機能を最大限に生かして使うことができた意

義は大きい。また、英語劇を ｢みとまつり｣ という

地元の行事の中で小学生、中学生、高校生、及び地

域の社会の方々の参加を得て上演できたことにより、

高校生が小学生に英語を教えるなど年齢を超えた心

の交流、地域に密着した交流ができ大変意義深かっ

た。さらに、教員も共に学ぶという体験をとおして、

地域社会への理解が深まり有意義な活動であった。

劇上演はもちろん、事前の活動が本校の生徒や教職

員のみならず、小・中学校の児童生徒や地域の方々

にも新たな夢をはぐくむエネルギーを生み出した。

（県立高校教諭）

練習風景　読み合わせ 舞台袖にセリフを表示
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“Dreaming”: A Story of the Big Turnip and Snow White 

Scene 1: 

Narrator; In every country, in every city, in every house, 
every night, you can hear the same thing: 
Child 2: I don’t wanna go to sleep!  
Child 1: Me either! 
Mother: But it’s bedtime. You must sleep. 
Child 2: I’m not sleepy. Tell me a story. 
Child 1: Yeah! A story! 
Mother: What’s the magic word? 
Children: Please! 
Mother: Okay. You said please very nicely. 
Narrators: Parents tell stories. They tell the same stories 
again and again. What is your favorite story? Did your 
parents tell it to you? 
Mother: What kind of story do you want to hear? 
Child 1: I want a funny story. 
Child 2: I want to hear a story with a princess. 
Mother: Hmmm. We can do both. Which one first? 
Child 2: Tell the princess story! 
Child 1: Funny story please. 
Mother: He said, “Please,” so a funny story is first. 
Mother: Once upon a time… 

Scene 2: 

Narrator and Mother: There was an old man and 
woman.
(lights off mother) 
Narrator: They had no children. They were very kind, 
but they were lonely. 
Grandfather: This turnip is so cute. It looks like a child. I 
want it to be our child. I like this turnip very much. So I 
want to pull it out. 
Narrator: Grandfather pulled and pulled and pulled. 
Turnip: You can’t pull me out! (giggle)! 
Grandfather: I can’t pull it out by myself. I’ll call 
grandmother. Grandmother! Help me pull out this 
turnip, please. 
Grandmother: What turnip? 
Grandfather: There is a big turnip in our garden. Let’s 
have it as our child. 
Grandmother: OK. Good idea. I want a child!  
GM&GF: One, two, three! 
GM&GF: It’s too big. We can’t pull it out. 
Turnip: You can’t pull me out! (giggle)! 
Grandmother: Who can help us? Let’s call our neighbor. 
Help us pull out the turnip, please! 
Younger brother: Of course, I’ll help you. Just a minute. 
Okay, let’s do it! 
All: One, two, three! 
All: It’s too big. We can’t pull it out. 
Turnip: You can’t pull me out! (giggle)! 
Younger brother: Who can help us? Let’s call my brother. 
Help us pull out the turnip, please! 

Older brother: Of course, I’ll help you. Just a minute. 
Okay, let’s do it! 
All: One, two, three! 
All: It’s too big. We can’t pull it out. 
Turnip: You can’t pull me out! (giggle)! 
Older Brother: Who can help us? Let’s call the farmer. 
Help us pull out the turnip please. 

Everyone sing a song “Help” 

Help! I need somebody. 
Help! Not just anybody. 
Help! You know I need someone. 
Help!
When I was younger so much younger than today, 
I never needed anybody’s help in any way. 
But now these days are gone. 
I’m not so self-assured. 
Now I find I’ve changed my mind. 
I’ve opened up the doors. 
Help me if you can I’m feeling down. 
And I do appreciate you being round. 
Help me get my feet back on the ground. 
Won’t you please, please help me. 
And now my life has changed in oh so many ways. 
My independence seems to vanish in the haze. 
But every now and then I feel so insecure. 
I know that I just need you like. 
I’ve never done before. 
Help me if you can I’m feeling down. And I do appreciate 
you being round. Help me get my feet back on the 
ground. Won’t you please, please help me. 

Farmer: Of course, I’ll help you. Just a minute. Okay, 
let’s do it.  
All: One, two, three! 
All: It’s too big. We can’t pull it out! 
Turnip: You can’t pull me out! (giggle)! 
Farmer: Who can help us? Let’s call the doctor. Help us 
pull out the turnip, please. 
Doctor: Of course, I’ll help you. Just a minute. Okay, let’s 
do it. 
All: One, two, three! 
All: It’s too big, we can’t pull it out. 
Doctor: Who can help us? Let’s call the samurai. Help us 
pull out the turnip, please. 
Samurai: Of course, I’ll help you. Just a minute. Okay, 
let’s do it! 
All: One, two, three! 
All: It’s too big. We can’t pull it out. 
Turnip: You can’t pull me out! (giggle)! 
Samurai: Who can help us? Let’s call the cheerleaders. 
Help us pull out the turnip, please, ladies. 
Cheerleaders: (giggle). Of course, we’ll help you. Just a 
minute. (Ready, Ok!) Okay, let’s do it! 
All: One, two, three! 
All: It’s too big. We can’t pull it out. 
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Turnip: You can’t pull me out! (giggle)! 
Cheerleaders: Who can help us? Let’s call the lion. Help 
us pull out the turnip, please. 
Lion: Of course, I’ll help you. Just a minute. OK, let’s do 
it!
All: One, two, three! 
All: It’s too big! We can’t pull it out! 
Turnip: You can’t pull me out! (giggle) 
Narrators: At that time a magic man passed by. 
Lion We want to pull out this turnip, please. But we 
can’t pull it out. 
Magician: It looks like hard work. Of course, I’ll help you. 
I am a great magician. One, two, THREE!” Okay, let’s do 
it!
All: One, two, three. 
Grandfather: It didn’t work. 
Grandmother: We’ll never have a child. It’s so sad. 
Magician: What? What a strange turnip! Maybe the 
scientist can explain it. I’ll call the scientist. Help us pull 
out the turnip, please. 
Scientist: Of course I’ll help you. Just a minute. OK, pull 
now!
All: One, two, three! 
All: It’s too big, we can’t pull it out. 
Grandfather: Mouse, mouse, will you help us? 
Grandmother: Please, we need more help! 
Mouse: Of course, I’ll help you. 
Video Game boy: She’s too small to help. 
Grandmother: That’s not true! Anyone can help.  
Mouse: I am small, but I am strong. Let’s do it! 
All: One, two, three. 
Turnip: Hello, I was born from the turnip. I am the 
turnip girl. I will be your daughter from today. Nice to 
meet you! 
Everyone: Nice to meet you too! 
Grandmother: We’re so happy! Thank you everyone. 
Thank you mouse. 
Narrator: And they lived happily ever after. 

Scene 3: 

Child 1: That was a funny story! 
Mother: I’m glad you liked it. Please remember to work 
together and you will solve any problem. 
Child 2: Now may I hear a princess story, please? 
Mother: Of course. You said please very nicely. Do you 
like Kaguya Hime? 
Child 2: No! It’s too sad. 
Mother: Sleeping Beauty? 
Child 1: No! It’s too scary. 
Mother: Oh, I know!  

Scene 4: 

Mother: Once upon a time there was a princess named, 
“Snow White.” 
Child 2: Oh, I like this story! 

Mother: She had skin as white as snow… 

Mother + Narrator: …lips as red as a rose, and hair as 
black as midnight. 
(Snow white enters, singing)  
Narrator: Her mother disappeared when she was a baby.  
(King George and Victoria enter) 
King George: Snow White, this is Victoria. She will be 
your new mother next week. We’re getting married. Isn’t 
she beautiful? 
Snow White: How do you do? (Reaches out to shake 
hands) 
Victoria: How do you do? (Shake hands) 
Snow White: (cry) 
King George: Well, I’m very busy. I have a meeting with 
King Henry and Prince John, so, please excuse me. 
(Both Victoria and S.W. curtsey) 
(Victoria squeezes Snow White’s face.) 
Victoria: You’re a very pretty child, aren’t you?  
Victoria: Well? 
Snow White: Well…what, your majesty? 
Evil Victoria: Aren’t I beautiful? 
Snow White: Yes, your majesty. 
Victoria: Good girl. Now go outside. I don’t like children. 
(Snow White exits) 

Scene 5: 

Victoria: Gorgonzola! Mozzarella! 
G &M: Yes, my beautiful queen? 
Victoria: Bring me my mirror! 
(Mozzarella gets the mirror frame). 
Narrator: Victoria had a magic mirror. The mirror could 
talk. It could answer any question. It could only tell the 
truth. But it was a sad mirror. Victoria wouldn’t let her 
go home. So she didn’t like Victoria.  
Gorgonzola: Here is the mirror! 
(Victoria gives a mean look) 
Gorgonzola: Here is the mirror, my beautiful queen! 
Victoria: That’s better. Mirror, Mirror, on the wall, who is 
the most beautiful woman of all? 
Mirror: You are the most beautiful, my queen. (aside) It’s 
too bad you’re so mean! (to Victoria) Now let me go free! 
Victoria: No! You must tell me fifty-seven more times 
today how beautiful I am! 
(Look at the mirror) 
The mirror is not clean enough for me to see how 
beautiful I am! Go clean it! 
(They exit) 

Scene 6: 

Narrator: Snow White went outside to play. Some 
animals saw her. They wanted to play with her. Even 
the animals loved Snow White. 
Dog: She looks nice! Let’s play with her! I wanna play! I 
wanna play! 
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Rabbit: No. Humans are scary. 
Monkey: Some humans are scary. But this human is 
nice.
All animals: Let’s play with her! 
Dog: Come on! Come on! It’s fun! It’s fun! 
Rabbit: Okay. 
(The animals go to Snow White and bark and squeak.) 
Snow White: (sings) Oh, you’re so cute! Let’s sing a song. 
(A prince walks by) 

Everyone sing a song “When You Wish Upon a Star” 

When you wish upon a star, makes no difference who 
you are. 
Anything your heart desires will come to you. 
If your heart is in your dream, no request is too extreme. 
When you wish upon a star as dreamers do. 

Fate is kind. She brings to those who love. 
The sweet fulfillment of their secret longing. 
Like a bolt out of the blue, fate steps in and sees you 
through.
When you wish upon a star, your dreams come true. 

Prince John: I’m a prince so I have heard many 
beautiful singers, but she is the best. The animals love 
her too! She must be kind. I must talk to her! 
Snow White: I wish I had friends. You animals are very 
nice. Let’s play a game.  
Prince John: Excuse me, Can I play too? 
Snow White: Oh! It’s a person! No one ever comes here. 
Why are you here? 
Prince John: Our fathers are having a meeting. What is 
your name? 
Snow White: I’m Snow White. 
Prince John: Can I play too? 
Snow White: Sure. 
(They play.) 

Scene 7: 

Gorgonzola: We have to clean this mirror. Where can we 
do it? Come on Mozzarella, go faster! 
Mozzarella: I’m trying! It’s heavy! 
Mirror: Stop! Who is that girl? 
Mozzarella: She is Snow White. Isn’t she pretty? She’s 
nice to me. 
Gorgonzola: Be quiet! Don’t let Victoria hear you. 
Mirror: Snow White? Really? She’s grown up. She is so 
kind! She is beautiful inside and out!  
Gorgonzola: Shhh! Be quiet.  
(They exit) 

Scene 8: 

Narrator: The animals, Snow White, and Prince John 
had a fun time playing. 

Monkey: Snow White and the Prince like each other! I 
have a plan. 
(animals whisper to each other) 
Rabbit: Oh, cute! 
(The animals make Snow White and the prince bump 
into each other 
Prince: (embarrassed) …I have to go. 
Snow White: Wait, what is your name? 
Prince: Just call me Johnny. 
Snow White: Goodbye Johnny!  
(Prince leaves) 
Snow White: Johnny. (sigh) He was very nice. 
Monkey (to Rabbit): Of course he’s nice. He’s a prince! 
(Snow White, and animals exit) 

Scene 9:  

(Victoria enters) 
Victoria: Bring me my mirror!  
Gorgonzola: We’re coming, my beautiful queen! 
Mozzarella, faster! 
Mozzarella: It’s heavy! 
Victoria: Mirror, Mirror, on the wall, who is the most 
beautiful woman of all? 
Mirror: You, my queen, have beauty, it’s true, but Snow 
White is much prettier than you! 
Victoria: What? What? WHAT?  
Gorgonzola: Don’t worry, your majesty. Just try again! 
Victoria: Mirror, mirror on the wall, who is the prettiest 
woman of all? 
Mirror: You, my Victoria, are beautiful it’s true, but 
Snow White is beautiful and also kind too! 
Victoria: AAAAAAAAAA!!!! I have to be the most 
beautiful! Snow White is a bad girl. I hate children! You! 
(points to Gorgonzola) Take Snow White out to the 
woods and kill her!  
(Victoria exits) 
Gorgonzola: You! Take Snow White out into the woods 
and kill her!  
Mozzarella: I can’t! 
Gorgonzola: Do it! Or Victoria will kill you! (He exits) 
Mozzarella: What should I do? 

Scene 10:  
(Mozzarella walks left) 
(Snow White enters left, with animals following her.) 
Narrator: Mozzarella was scared of Victoria, but she 
didn’t want to kill  
Snow White. Snow white was always nice to her. 
Snow White: Good morning! 
Mozzarella: Snow White, let’s go for a walk. 
Snow White: Okay. 
(They walk around) 
Mozzarella: Please stop. (crying) Victoria told me to kill 
you! I don’t want  
to. Please run away. I’m sorry! (He runs away). 
Snow White: Where will I go? (crying) 
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Rabbit: How terrible! Victoria is so mean. Where will she 
go?
Monkey: I know a house! It’s the fairies’ house. It’s close 
to here!  
Dog: They have food! Let’s go! Let’s go! 
(They bark and squeak and get her to follow). 
Snow White: You want me to come? 
(They nod) 

Scene 11: 

(Snow White knocks on the door) 
Snow White: Hello?  
(The door opens. She goes inside)  
Snow White: Oh! There’s no one home. What will I do? 
I’m so tired. I must stay awake…until…(she falls asleep) 
(The animals fall asleep too, except the monkey, who 
watches). 
All fairies: Hi ho! 
(sing hi ho) 
Everyone sing a song “Heigh-Ho” 

Heigh-ho, heigh-ho, heigh-ho, heigh-ho, heigh-ho 
Heigh-ho, heigh-ho. 
It’s home from work we go. 
Heigh-ho, heigh-ho, heigh-ho. 

Monkey: Wake up! Wake up! (The animals wake up and 
hide.)
(The fairies come in and stop and stare at Snow White) 

Scene 12: 

Happy: What is that sleeping thing? 
Sneezy: It’s a big spider! It’s scary! (ah-choo!) 
Sleepy: Can you move it? I’m tired.  
Hungry: It’s a turnip! I love turnips! I want to eat it. 
Unhappy: I don’t like turnips. Make it go away. 
Smarty: No, it’s not a turnip! It’s a human girl! 
Everyone: Ooooooooh.  
Snow White: (Wakes up). Oh, I’m so sorry I fell asleep. 
Smarty: It’s okay. But you should go home. Your mother 
will be worried. 
Snow White: I don’t have a mother. She disappeared ten 
years ago. And the new queen, Victoria, wants to kill me! 
Can I stay here? 
Happy: That sounds great! 
Snow White: I’ll help you with housework! 
Sneezy: Really?! We are not good at cleaning. (sneeze). 
Everyone: That would make us very happy. Please stay 
with us, Snow White! 
Narrators: The next day the fairies went to work. Snow 
White stayed at  
home to clean. 
Smarty: Don’t let anyone inside. It’s dangerous. 
Unhappy: Please be careful! 
Happy: Have fun! 

Snow White: Thank you! Work hard! I’ll do my best too! 
Goodbye!
(Snow White sings) 
Dog: I want to play! I want to play! 
Monkey: Let’s help her clean. It looks fun! 
Rabbit: She sings so pretty… 

Scene13:

Narrator: Meanwhile, back at the castle… 
Victoria: Haha! Snow White should be dead now. And I’ll 
be the prettiest woman in the world. Bring me the 
mirror! 
Gorganzola: Yes, my beautiful queen. Mozzarella, faster! 
Mozzarella: It’s heavy. 
Victoria: Mirror, mirror, on the wall, who is the most 
beautiful woman of  
all?
Mirror: Snow White, Snow White, Snow White. Now let 
me go free!  
Victoria: WHAT?????? Where is Gorgonzola? 
Gorgonzola: I’m here. 
Victoria: Where is Snow White? Did you kill her? 
Gorgonzola: I told Mozzarella to do it. 
Mozzarella: I couldn’t kill her. Please don’t kill me! She’s 
in the forest! 
Victoria: You are all idiots! I will do it myself! But first, I 
must find her. 
Victoria: Mirror, mirror, on the wall, where is Snow 
White?
Mirror: I won’t tell you!  
Victoria: Hahaha! You must! I put you in that mirror by 
magic! I am your master! 
(Victoria waves her wand) 
Mirror: She’s at the fairies’ house in the forest. Now let 
me go! 
Victoria: Hahahaha! 

Scene 14:  

Narrators: Victoria was a witch. She made a magic 
drink. The magic made her look like an old lady. 
Victoria: If you want something done right, you have to 
do it yourself. 
(She mixes a drink and drinks it) (Change to old 
Victoria) 
Victoria: (giggle). Now I can kill Snow White. 
Mozzarella: Who are you? 
Victoria: It’s me, Victoria, you stupid idiots! It’s magic! 
G & M: Ooooh. 
Victoria: I will make a poisoned apple. Bring me my 
magic bag! 
(Mozzarella gets the bag) 
Victoria: It must be made from rats, spiders, and of 
course, turnips! There! Now it’s a poisoned apple! 
Ahahahahahaha! 
(G & M are not laughing) 
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Victoria: Laugh! 
All three: Ahahaha! 

Scene 15: 

Narrator: Victoria made herself look old by magic and 
went to see Snow White. 
(Snow White and the animals are cleaning) 
(Knocking at the door) 
Snow White: Who is it? 
Victoria: I’m just an old woman. I’m your neighbor.  
Dog: Who is it? Who is it? Is it someone fun? Will they 
play with me? 
Rabbit: People are scary. 
Monkey: The fairies said not to let anyone in! 
Victoria: May I get a drink of water? It’s very hot. 
Snow White: Of course you may.  
(They squeak and try to stop her. Snow White opens the 
door)
Snow White: Please come in. It’s too hot. Please sit here 
until you feel better. 
Victoria: Thank you, Snow White. 
Snow White: How did you know my name? 
Victoria: Uh…I guessed. May I have that water? (S.W. 
gets the water) 
Victoria: Thank you for being so nice. Please have this 
apple as a gift. 
Snow White: Oh, thank you! I love apples. 
(She take a bite) 
Snow White: Oh, I feel so sick! (She falls down) 
Victoria: Ahahaha! 
Scene 16: 

Dog: Oh no! Oh no! Help, help, help! 
Monkey: We must find the fairies. We need help! 
(The animals run to the fairies and bark and squeak) 
Unhappy: Oh no! They are mean animals! 
Sleepy: Shhh! I’m trying to sleep. 
Hungry: Are they hungry? I have a turnip. Here 
puppy…
Happy: (pet dog) Aw, it’s a happy dog! 
Sneezy: (Ah-choo!) 
(Monkey pulls on Smarty’s arm) 
Smarty: Something is wrong at home! 
Unhappy: Oh no! Snow White! 
(They run home) 
Unhappy: Oh no! 
Sneezy: It’s terrible! 
Sleepy: She’s dead! 
Smarty: She’s dead! 
All fairies: She’s dead! 
(They cry) 

Scene 17:  

Narrator: Meanwhile, back at the castle. 
Victoria: Now I must become beautiful again. 

(Victoria begins making a potion). 
Mozzarella: Victoria is so mean. I wish we could stop 
her!
Gorgonzola: Ah-ha! I have an idea! 
(They huddle and whisper, and talk to the mirror.) 
Victoria: I just need to add cream, flowers, and of course, 
a rose! 
(M. steals the witch’s wand. G signals to the mirror.) 
Mirror: Hey, ugly Victoria! This is your last chance to let 
me go free! 
Victoria: I’m not ugly! When I drink this I will be 
beautiful! 
(G. pours many things into the pot) 
Narrators: Gorgonzola put many things into the pot. 
When the witch drank the magic drink, nothing 
happened!
Victoria: I’m not changing! I’m still ugly! 
Gorgonzola: We have your magic wand! You will stay 
ugly forever!  
Victoria: Give it to me!  
Gorgonzola: No! 
(He throws it to Mozzarella, who breaks it) 
Victoria: No! Now I’ll be ugly forever! 
Mirror: Oh! I’m free! Thank you so much! 

Narrators: The mirror turned into a beautiful lady. 
Mozzarella: Who are you? 
Mirror (Queen): I am Snow White’s mother. (The king 
enters)
King George: Darling! We thought you were dead! 
Mirror (Queen): I am not dead! Victoria put me in the 
mirror with magic! 
King George: I’m so happy!  
(They hug) 
King George: Take Victoria to jail! 
G & M: Yes, sir! 
Mirror (Queen): But where is Snow White? 

Scene 18 

Narrators: Snow White was still in the fairies’ house, 
poisoned by Victoria’s magic. 
(The prince walks by) 
Prince John: Something is wrong! 
(He goes inside) 
Prince John: What’s happened? 
Sneezy: She’s dead! 
Sleepy: She’s dead! 
Smarty: She’s dead! 
(The prince goes to her, and picks up the apple) 
Prince John: She ate this poisoned apple. But only a 
little bit. She’s still warm. Maybe it is magic sleep. 
(They move her) 
Prince John: Wake up! Wake up Snow White!  
Happy: If it’s magic, you must kiss her! 
(kiss)
Snow White: What a nice nap!  
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Happy: She’s alive! 
Sleepy: She’s alive! 
Hungry: She’s alive! Let’s have a party! 
Snow White: Of course, I am. 
Smarty: That old woman was Victoria! The apple you 
ate was poison! 
Snow White: Oh no! I’m so sorry to have troubled you! 
Oh, it’s Johnny!  
Smarty: He’s not “Johnny.” He’s Prince John.  
Prince: It’s true. I’m sorry I didn’t tell you. 
Unhappy: He woke you up with a kiss. 
Snow White: My first kiss? Waaa!!! I don’t remember it!  
Prince: Will you marry me Snow White? There will be 
lots of time for kissing. 
Snow White Yes, of course. 
(Everyone cheers, hugs, and S.W. and the animals go 
away) 
Snow White & Prince: Thank you for everything, 
Goodbye!
Fairies: Goodbye! 
(There is silence) 
Unhappy: Now I’m lonely. I wish we had a child.  
Hungry: I have a cute turnip. Oh, I can’t pull it up. Will 
you help me? 
(Everyone comes on stage and helps pull) 
All: Of course we will help you. 
Hungry: one, two, three 
Everyone: And they all lived happily every after! 
Scene 19: 

Mother: Oh! The children are asleep. Shhh! Let them 
dream while they are still young. 
(She walks away quietly) 

Scene 20: 

Narrators: Tonight the children will dream about 
princes and turnips, cats and kings, mice and 
grandmothers. Will someone tell you a story tonight? 
What will your dream be? Keep telling stories. Help us 
fill the world with dreams!  

Everyone sing “When you wish upon a star” and “Help” 
again. 

When you wish upon a star, makes no difference who 
you are. 
Anything your heart desires will come to you. 
If your heart is in your dream, no request is too extreme. 
When you wish upon a star as dreamers do. 
Fate is kind. She brings to those who love. 
The sweet fulfillment of their secret longing. 
Like a bolt out of the blue, fate steps in and sees you 
through.
When you wish upon a star, your dreams come true. 

Help! I need somebody. 
Help! Not just anybody. 
Help! You know I need someone. 
Help!
When I was younger so much younger than today, 
I never needed anybody’s help in any way. 
But now these days are gone. 
I’m not so self-assured. 
Now I find I’ve changed my mind. 
I’ve opened up the doors. 
Help me if you can I’m feeling down. 
And I do appreciate you being round. 
Help me get my feet back on the ground. 
Won’t you please, please help me. 

The End 
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■ 実施の流れ

1. カリキュラム

　教室のカリキュラムは大別して3つの要素から成る。
● 学習補助－学校で教える教科を学習する。
● 体験学習－創作活動、調理実習、音楽、スポーツなど、

体験的な学習を行う。
● 自由時間－ボードゲームやスポーツ、会話などを通

じ、人間関係構築力を育成する。社会見学やハイキン

グなどの行事もこの時間に含まれる。

2. ALT の派遣

　適応指導教室は教育委員会の管轄なので、学校派遣

と同様に派遣計画の中に組み込み、学校の合間を縫っ

てスケジュールを調整し、派遣日を決定する。

学期ごとに連続した3日間派遣する。

3. ALT の役割

　ALT は、午前 9時から午後 3時 30分まで生徒と

一緒に過ごす。各カリキュラムにおけるALTの役割は

以下のとおり。
● 学習補助－ALTが用意した教材を使って英語を教える。
● 体験学習－ゲームや音楽を通じた英会話を行う。小学

校訪問に近いイメージ。
● 自由時間－山登りなど行事があるときは一緒に参加。

その他の日はボードゲームやスポーツなどを子供と一

緒に行う。

4. 打合せ・準備

　使用する教材や授業内容は基本的に ALT に一任さ

れ、担当職員との打合せは当日の朝に行う程度。

 ただし、初めて派遣されるALT には、事前に教育委

員会担当者から適応指導教室の概要を説明しておく。

 また前任のALT とも引継を行うことで一層理解が深

まる。初めてのALTにアイデアが無い場合には、スラ

イドを使った母国紹介などを提案する。

■ 予算

　なし（通常の学校派遣の一部）

6 事業名

適応指導教室へのALT派遣

適
応
指
導
教
室
へ
の
A
L
T
派
遣

（1）内容
　不登校の児童生徒に対し復学のための指導を行う適応指導教室へALTを派遣す

る。ALTは担当職員とともに教室に入り、英語を用いて子供と一緒に活動する。

（2）目的及び効果
　学校に行けない子供たちに英語に触れる機会を提供する。異なる言語・文化背景

を持つ者とふれあうことを通じて、子供たちが対人関係や社会性・協調性を培う助けとする。

期  間 学期ごとに3日
（年間9日）

場  所 市内適応指導教室

対  象 教室に通う児童生徒

規  模 約 10人

主  催 市教育委員会

予  算 0

（担当者からのコメント・アドバイスなど）
● ふれあい教室としては、ALTの活用を、英会話教

室だけではなく、自由時間に生徒とALTがいっしょ

に接することも大事にしている。また、当教室に

通級している児童生徒は、人とのかかわりを苦手

にしているので、英語を教えてくれるALTとの出

会いというより、来てくれた「人」との出会いを

大切にしている。
● 普段接することの少ない外国人とふれあうことが

できるので、子どもたちの生き生きした姿が見ら

れる。
● ほとんどの生徒が英語をかなり苦手にしているが、

ALT と話をする時は、少しでも英語でしゃべって

伝えようと、生徒は努力していた。
● ALT にプレゼンテーションをしてもらったり、

ALT と雑談をしたりする中で、違う国の生活や文

化を知ることができた。
● ALT にマンツーマンで学習を見てもらうことがで

きたのが良かった。
● ALT と接する時の生徒の緊張は強いが、スタッフ

が入ったり、ALT が連続して来てくれたりするこ

とで、緊張が徐々に和らいでいった。
● 英語のレクリェーションは、参加に消極的な生徒

が数名いた。
● 児童生徒の学年の幅が広いため、小学生向きの内

容をしてもらうことが多かった。
● 普段、能動的に動かない子どもが優しいALTとの
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　実際に教室で指導をしている職員の方が

「ALTは日本語を話さないので、言葉でない

部分でのコミュニケーションが重要となり、そ

れが伝えることとは何かを感じるきっかけとな

る」とおっしゃっていたのがとても印象に残り

ました。

【事例提供】伊賀市（三重県）　教育委員会　学校教育課　0595-22-9677
伊賀市教育研究センターふれあい教室　0595-24-0783

出会いから、人と接すること、特に外国の人とコ

ミュニケーションを取ることに自信をもった。

　当教室に通級している子どもたちは、相手にたた

みかけるようにしゃべられるのが大変苦手である。

ALTとは元々言葉の壁があるために、コミュニケー

ションはいっしょに活動することが中心となる。ま

た、当教室は自由時間が多くあり、行事活動も多い。

いっしょにスポーツをしたり、山登りや合奏をした

り、ボードゲームをしたりと、活動中心のコミュニ

ケーションを図る時間がたっぷりある。これが、引っ

込み思案の子どもにとって、良かったのではないか

と思われる。

　当教室のスタッフに英語が話せる者がいないので、

スタッフの側に不安もあるのだが、上手くコミュニ

ケーションが図れないことも楽しめた。
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7
事業名

市民への英会話テレホンサービス
“ハローフレンズ”

（1）内容
　ALTが録音した会話を流すテレホンサービス。専用の電話番号にかけると、3分

程度の英会話を聞く事ができる（通話料のみ）。話題はALTの体験談や随想など。

5人のALTが１週間ごとに交代で登場する。

（2）目的及び効果
　市民の英語ヒアリング力を高め、同時に異文化への理解を深める。

期  間 通年
（毎週内容が変わる）

電  話
番  号 0794-89-2410

対  象 一般市民

主  催 市教育委員会

予  算 0（初年度5～6万円）

■ 実施の流れ

1. 自動音声応答装置について

　本事例のテレホンサービスは、自動音声応答装置と呼

ばれる機器を使用している。

　自動音声応答装置は、電話線に接続することで、その

電話番号にかかってきた電話に対して、あらかじめ録音

しておいたメッセージを自動的に再生するものである。

　5万円程度で市販されており、設置も電話線に接続す

るだけと、非常に簡単に本事例のようなテレホンサービ

スを提供する環境を整えることが出来る。

2. 番組例

　日本の学校、夏休みやクリスマスなど、ALTの目か

ら見た日本の印象、あるいは旅行の思い出など、主に

ALT自身の生の体験に基づく感想を語る。

　中には、JETプログラム主催の日本語研修に参加した

時の様子を話すALTもある。他のALTの日本語がとて

も上手で気後れしたなど、微笑ましい内容になっている。

　非常にゆっくりと話しており、中学生程度のレベルで

理解できるよう配慮がなされている。

3. ALT のローテーション

　教育委員会所属のALT 5 人が週代わりで登場する。

ALT のローテーションは年度当初に作成し、各 ALT

に伝えておく。

4. 進行管理・録音

　毎週水曜日の午後を教育委員会での打ち合わせ日と

しているため、その際に録音する。　　　　　　　　

　自動音声応答装置に付属のマイクを使って直接録音

できるようになっているため、会議室など静かな場所

に装置を持ち込んで、その場で録音する。

5. 広報

　毎月発行される市の広報紙に、その月の ALT ロー

テーションを掲載している。

　また、市が提供している FMラジオの番組内で、そ

の週のALTを紹介している。

　1998年に 5年分の番組内容を1冊の本にまとめ、

市内の中学校に配布した。

■ 予算

　なし（初期設備投資のみ）

事業概要

市
民
へ
の
英
会
話
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　これはとても面白いアイデアですね！簡単な

設備投資で出来てしまうというのも驚きでし

た。是非実際に電話で聴いてみて下さい。

【事例提供】三木市 (兵庫県 )教育委員会　学校教育課　0794-82-2000（代）

（担当者からのコメント・アドバイスなど）

　“ハローフレンズ”は、タイムリーな話題を英語で

聞く面白さがあります。

　ALTは多くの市民の皆さんに理解していただける

よう、わかりやすく厳選された英語を使っています。

　学校での英語指導や子どもたちとのコミュニケー

ションの中で磨かれる国際感覚が随所にみられて、日

本人とのふれあい経験の濃淡に比例するかのように

内容に面白さが出てきます。来日直後は、自己紹介か

ら始まります。次に日本に来て驚いた事象になります。

行事や生活習慣の違いから日本を捉えていきます。

　担当者にとってもALTを理解する良い機会になり

ます。

　皆さんにもっと利用して欲しいと希望するととも

に、ALTと接する機会があれば、“ハローフレンズ”

を聞いた感想などをALTに話しかけていただけるこ

とを期待しています。
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8事業名

英語ガイドボランティア団体との交流

（1）内容
　英語による地元の観光ガイドを行うボランティア団体にALTを派遣し、交流の

機会を設ける。ボランティア団体がALTに観光ガイドを行い、内容や表現が適切

かチェックする。また、日本の料理を一緒に作ってALTに紹介する交流も行う。

（2）目的及び効果
　JET参加者と地域住民との交流を深めると同時に、ボランティア活動の促進

に寄与する。

期  間 半日

場  所
市内観光名所
( 観光ガイド ) 及び公民
館 (料理・交流 )

対  象 ボランティア団体会員

規  模 10人弱

主  催 市教育委員会

予  算 0

■ 実施の流れ

　ボランティア団体からの派遣依頼に基づきALTを派

遣。ボランティア団体では、毎年新規に配属となった

ALTを対象に交流会を開催している。これは、観光ガ

イドボランティアという性質上、地域にまだ馴染みの

無い新規来日者が格好の対象となることに加え、ALT

との関係作りをしておくことで、その後の活動につな

がる人脈を築くというねらいがある。

　交流会には毎年 2～ 3人の ALT を招待している。

そこで知り合ったALTとはその後もメールのやり取り

などを続け、団体の月例会 (勉強会 ) にゲストで参加す

るなど、交流の広がりをみせている。

1. 料理教室

　寿司やおやきなど、日本料理、郷土料理を紹介。一

緒に調理し、試食することを通して交流を行う。

2. 観光ガイド

　地域の観光名所へALTを案内し、歴史や文化を解説。

新規ALTに地域を紹介すると同時に、ガイドとしての

英語表現のチェックを行う。

　交流会は、学校のテスト期間などALTに余裕のある

時期に、平日に行っている。週末に派遣する場合は代

休措置が必要となり、また夏休みには旅行に出かける

ALTが多いため。

■ 予算

　なし（派遣依頼に基づく派遣）

事業概要

英
語
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
交
流　近年、「NPOとの協働」や「NPOの活動

促進」ということが行政の課題として注目され

ていますが、この分野にJETを活用した良い

例ではないでしょうか。市民活動の担当課と

連携することで、JET 活用の幅が広がると感

じました。

【事例提供】上田市（長野県）教育委員会　子ども教育課　0268-22-4100（代）／ボランティア英語観光ガイド上田EGG

（担当者からのコメント・アドバイスなど）

　来日直後で日本に馴染めないALTもいる中で、英

語を使ったコミュニケーションをとってもらえるの

で、非常に助かっている。交流会に参加したALTも

たいへん満足している。

　学校での授業や、長期休暇中の帰国などもあり、

月例会などへの参加は難しいが、都合がつく時は、

ボランティア団体のお力を借りて、地域の国際交流

に貢献できればと考えている。　（教育委員会担当者）

　ボランティア団体が行う国際交流イベントは土曜・

日曜に行われることが多いため、ALTの力を借りた

いのは土曜・日曜・夜なのだが、ALTの勤務形態上、

なかなか難しい。翌週代休を取れば、中学校の授業

に迷惑がかかってしまう。

　また、学校の長期休暇中など、もっと交流イベン

トを企画したいと思うが、休暇 ( 年休 ) をとって旅

行中、或いは帰国中のALTがほとんどで、実現して

いない。

　学校での活用とうまくバランスをとって、JETプ

ログラムの目的のひとつである国際交流の分野で

ALTの活動範囲が広がれば素晴らしいと思う。

（英語ガイドボランティア代表）
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■ 実施の流れ

1. 「めだかの学級」について

　「めだかの学級」は、社会福祉協議会が主催する夏休

み期間限定の学童保育である。

　毎週1回、午後1時から4時までの3時間で行わ

れる。通常の学童保育と同様に専門の指導員がおり、

そこへALT１名、CIR １名が加わった。

2. ALT 派遣の背景

　通常この時季は学校の授業が無いためALTには教材

作成などを行わせているが、さらに活用の幅を広げる

ために、教育委員会担当者が社会福祉協議会に打診し、

派遣を実現した。

3. プログラムの内容

　プログラムは、はじめにウォームアップとして英語

を使わなくても出来るゲームを行い、慣れてきたとこ

ろで、あいさつや色、動物の名前などの簡単な英語を

紹介し、それらの表現を使ってゲームや歌などのアク

ティビティを行うという構成になっている。

　例えば、「色」と「数字」の言い方を教えた後で、カ

ラーバスケット ( フルーツバスケットのルールで、フ

ルーツの代わりに色の名前を言う )を行うなど。

4. 教材作り

　レッスンプランは、2～3週間前に作成にとりかかっ

た。JETと日本人英語教師（市雇用の日本人英語指導員）

がゲームのアイデアを持ち寄って、全体の流れを組み

立てた。

　教材づくりは、ALTとCIRのほか、日本人英語教師（市

雇用の日本人英語指導員）、教育委員会担当者が協力し

て行った。

5. 指導員との打合せ

　学童保育の指導員とは当日打合せし、事前に決めた

進行を説明するとともに、協力が必要な場面を伝えて

おく。

　指導員は全体を見ながら子供の様子に気を配り、言

うことを聞かない子供の面倒を見たり、一緒にゲーム

に加わったりする。

■ 予算

　教材作成費用のみ。ボールなど、普段から使用して

いる資材を活用したので出費はほとんど無かった。

9 事業名

学童保育へのJET派遣「めだかの学級」

学
童
保
育
へ
の
J
E
T
派
遣

（1）内容
　夏休み期間を利用して、学童保育へALT及びCIRを派遣する。ゲームや歌を通

じて英語に親しむ活動を行う。

（2）目的及び効果
　保護者が労働等により昼間家庭にいない子供に、JETとのふれあいを通じて

適切な遊びと生活の場を提供し、その健全な育成を図る。

期  間 夏季休業中に毎週
1回3時間、合計4回

場  所 社会福祉協議会会議室
及びホール

対  象 学童保育に通う小学校
1年から3年の児童

規  模 50人

主  催 社会福祉協議会

予  算 0～ 1万円

　ALT= 学校という発想になりがちですが、

その延長線上にもこのような活用の場が発見

できました。JETの活躍の場所は探せばまだ

まだありそうです。

（担当者からのコメント・アドバイスなど）

　行橋市では、この他に ALT が中心となり、小学

生を対象としたイースターパーティーやハロウィン

パーティーを開催しています。ALTに企画してもら

うことにより、英語指導意欲の向上や積極性が養わ

れてきているように思われます。

　また、活動に参加した児童がALTを街で見かける

と、英語で挨拶してくれたりして国際交流の場も広

がってきています。

　今後も、さまざまな活動を通じて日本の素晴らし

さをALTに学んでもらい、日本の子ども達に、異文

化の素晴らしさを教えてもらいたいと思っています。
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資料1　レッスンプラン1

【事例提供】行橋市 (福岡県 )教育委員会　学務課指導室　0930-25-1111（代）
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資料1　レッスンプラン2



「チャレンジ！」達人の面白活用事例 上級編

10
■ 実施の流れ

1. 情報収集

　PA を通じて、県内の JET にメールで情報提供を

依頼。

　特に様式は用意しなかったが、JET からは医療機

関の名称・住所・電話番号に加え、英語がどのくらい

通じるかなど、実際に利用した経験に基づいた情報が

寄せられた。

　また、平行して県内市町村の国際交流協会からも情

報収集した。

　情報収集にかけた期間は 1～ 2 ヶ月。

2. 医療機関の承認

　情報が集まった段階で、収集したデータの公開につ

いて承認を得るとともに、JETからの情報だけでは足

りない部分を補足するため、各医療機関に対してアン

ケート調査を行った。

　調査にあたっては、事前に県の医師会に調査方法に

ついて相談し、県から直接各病院に照会してよいとの

了解を得た。これは、今後、県下の全医療機関に同様

のアンケートを実施することも視野に入れ、医師会と

の関係を築いておく意図もある。

　アンケートの回答期限は１ヶ月とした。回答が無かっ

たもの、公開を許可しない旨の回答があったものは公

開していない。

3. データベース作成

　医療機関からの回答を受け、収集した情報をワープ

ロで電子データにまとめた。

２名のPAと県の英語コーディネーター、日本人担当

により１ヶ月かけて作成。日本語、英語の２言語で作

成した。

4. 公開

　県の JETホームページで公開。

　もともと JET自身にとって必要な情報を収集するた

めに始めたものだが、収集した情報は在住外国人支援

にも利用できるものとなったため、今後は情報量をさ

らに増やし、県や国際交流協会のホームページで公開

するなど活用したいと考えている。

■ 予算

　なし

事業名

外国語での対応が可能な医療機関の
データベース化

期  間 3ヶ月 ( 調査期間 )

場  所 県内

対  象 JET及び一般県民

規  模 30件 ( データ数 ) 

主  催 県国際交流課

予  算 0

（1）内容
　県内のJETを通じて、外国語での対応が可能な医療機関の情報を収集し、所在

地、診療時間等の基本情報をまとめたデータベースを作成する。作成したデータは

ホームページで公開。

（2）目的及び効果
　JETへの適切な情報提供による生活支援。それまでは、へき地に配置された JETに対しても都市部の医療機関

しか紹介できなかったが、各地の情報を一元管理することで情報提供の幅が広がった。

事業概要

外
国
語
で
の
対
応
が
可
能
な
医
療
機
関
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」
達
人
の
面
白
活
用
事
例

上
級
編

93

　在住外国人支援として医療情報を提供する

というのはこれまでにも例がありますが、情報

収集にJETを活用したというのには目から鱗

が落ちました。JET自身の実体験に基づく情

報なので、きっと「生きた情報」として貴重な

ものになるでしょう。

【事例提供】新潟県　知事政策局国際交流課　025-285-5511（代）

（担当者からのコメント・アドバイスなど）

JET 参加者など在住外国人にとって、英語が通じる

医療機関についての情報は貴重である。この事業に

よって、各 JETから寄せられた口コミ情報を、県の

JET コミュニティー全体に発信することができた。

今後は、英語以外の言語で対応可能な医療機関につ

いても情報を収集し、このデータベースを拡充させ

ていきたい。
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事例名称 提供者 連絡先

英語指導用ビデオ教材作成 村山市 (山形県 ) 教育委員会 学校教育課 0237-55-2111( 代 )

中学生の海外派遣研修に係る国内事前研修 玖珠町 (大分県 ) 教育委員会 学校教育課 0973-72-7150

小学校英語指導法研修会 吉見町 (埼玉県 ) 教育委員会 0493-54-1511( 代 )

英会話教室
砥部町 (愛媛県 ) 教育委員会 学校教育課
砥部町中央公民館

089-962-4820
089-962-4822

親子教室へのALT派遣
長島町 (鹿児島県 )教育委員会 学校教育課
長島町 保健衛生課

0996-88-5511( 代 )

小学生を対象とした夏休み英語教室
江府町 (鳥取県 ) 国際交流協会
江府町 教育委員会

0859-75-6111
0859-75-2223

国際理解出前講座 山形県 文化環境部県民文化課国際室　 023-630-2123

異文化交流講座・料理編 坂井市 (福井県 ) 教育委員会 三国教育分室 0776-82-6400( 代 )

国際交流キャンプ 館山市 (千葉県 ) 企画部企画課 0470-22-3147

外国人向け英文情報誌の作成 旭川市 (北海道 ) 国際交流委員会 0166-25-7491

観光立村事業での活用 立山町 (富山県 ) 産業観光課　 076-463-1121( 代 )

奈良県 JET青年連絡協議会 奈良県 企画部観光交流局文化国際課 0742-27-8477

英語でハイキング 滋賀県 商工観光労働部国際課 077-528-3062

「ブラジル人学校における日本の生活・文化
講習会」－第2回／交通安全教室－

岐阜県 総合企画部国際課 058-272-1111( 代 )

消防組合職員対象の英会話教室
弘前市 (青森県 ) 教育委員会 指導課
弘前地区消防事務組合

0172-82-1644

小・中・高校の連携による英語劇指導
愛知県立御津高校
愛知県教育委員会

0533-75-4155
052-954-6787

適応指導教室へのALT派遣
伊賀市 (三重県 ) 教育委員会 学校教育課
伊賀市教育研究センターふれあい教室

0595-22-9677
0595-24-0783

市民への英会話テレホンサービス
“ハローフレンズ”

三木市 (兵庫県 ) 教育委員会 学校教育課 0794-82-2000( 代 )

学童保育への JET派遣「めだかの学級」 行橋市 (福岡県 ) 教育委員会 学務課指導室 0930-25-1111( 代 )

英語ガイドボランティア団体との交流
上田市 (長野県 ) 教育委員会 子ども教育課
ボランティア英語観光ガイド上田EGG

0268-22-4100( 代 )

外国語での対応が可能な医療機関のデータ
ベース化

新潟県 知事政策局国際交流課 025-285-5511( 代 )

掲載事例一覧

なるほど！ JET活用マニュアル
～全国の事例から～
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事例選定の視点

○事例選定の視点

• （先進的な取組や他の地域でも抱えている課題に対応した取組など）他の自治
体のモデルとして参考になる取組

（例）ICTの活用とともにALTを上手く活用している事例など

• 地域の特性を踏まえた独自の発想や地域の実情に合わせて創意工夫した取組

（条件不利地域における取組を含む。）

• 他の多様な主体（JET-ALT、CIR、SEA、JET経験者、地域国際化協会、地域団体、
NPO、地域の外国人コミュニティ等）と連携・協働した取組

• 地域の国際化推進に効果的であり、一定の成果が上がっている取組

（JET-ALTの活用を始めて間もない団体におけるプラスの変化を含む。）

参考資料３
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